
（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１

中央自動車道富士吉田線（東京都杉並区上高井戸から山梨県富士吉田市上吉田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 東京都杉並区上高井戸 から

山梨県富士吉田市上吉田 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

東京都杉並区 から
東京都三鷹市 まで

東京都三鷹市 から
東京都八王子市 まで

東京都八王子市 から
山梨県富士吉田市 まで

別　　紙　　１

第　1　種　第　３　級　（道路構造令）

第　1　種　第　１　級　（道路構造令）

中央自動車道富士吉田線

９３．９

第　1　種　第　２　級　（道路構造令）



（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０　及び　ＴＴ－４３

（二）車線の幅員

４．９

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

６７．３
山梨県富士吉田市 まで

区　　　　　分

　環八　～　高井戸IC

東京都杉並区

東京都三鷹市
６０

から

まで

別　　紙　　１

　高井戸IC　～　三鷹市

　三鷹市　～　八王子市

　八王子市　～　富士吉田市

まで

東京都八王子市

車　線　の　幅　員

３．２５メートル

８０

東京都三鷹市 から

設　計　区　間

２１．７
東京都八王子市

摘　　要

から

１２０

３．５０メートル

３．６０メートル

３．５０メートル

摘　　要



（ホ）車線数

から

まで

から

まで

から

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

（　）内は複合断面、２段書きは上段が上り線、下段が下り線

１．００

２．００
（１．５０）－ （０．７５）（０．７５）

－

－ － －

別　　紙　　１

右　側計

３．２５ ６．５０

－

２．９５ ２．７０

１．００
－

５．４５大月市　～　河口湖町

　摘　要

左　側

工事施工 用地買収設　計　区　間

４車線
東京都杉並区上高井戸

４車線

計

６車線

－

２．７５ ５．５０ －

河口湖町　～　富士吉田市
２．５０ ５．００

（但し、河口湖町～富士吉田市の
一部は２車線）

構造による区分

環八　～　高井戸IC

２．７５
２．５０

往復分離しない区間 往復分離する区間

０．６５ １．３０ － － －

左　側

山梨県北都留郡上野原町上野原

４車線
山梨県大月市大槻町花咲

山梨県富士吉田市上吉田 まで

４車線

６車線
山梨県大月市大槻町花咲

山梨県北都留郡上野原町上野原

側帯　　０.７５

側帯

高井戸IC　～　三鷹市

三鷹市　～　調布市

調布市　～　八王子市

八王子市　～　大月市

１．２５ ２．５０ － －

摘 要

側帯　　０.４０

側帯　　０.５０

側帯　　０.７５

　　　　　０.７５
側帯
　　　　　０.５０
側帯　　０.５０
（　）　内は暫定

側帯

　　　　　０.５０

トンネル部分

（八王子市　～　大月市）

トンネル部分

（大月市　～　河口湖町）

（１．７５） （３．５０）

０.７５

２．５０
５．２５

２．５０ ２．５０

０.７５ １.５０

１．００

－ － －

（１．２５）

側帯 　０．７５
１．００

（４．００）
（３．７５）
３．５０
３．７０

（２．７５）

　０．５０

－ －

－

１．００ ２．００

－



（ト）中央帯の標準幅員

別　　紙　　１

中央帯標準幅員

高井戸IC　～　三鷹市

三鷹市　～　調布市

〃

（　　）内は暫定

０．４０側帯幅員

〃 ０．５０ メートル

メートル

区分

環八　～　高井戸IC

摘要

メートル

河口湖町　～　富士吉田市

上野原町　～　大月市

大月市　～　河口湖町

３．０メートル
（－）

４．３メートル

１．８メートル

２．５メートル

３．０メートル

４．５メートル

八王子市　～　上野原町 ３．０メートル

調布市　～　八王子市 〃 ０．７５ メートル

〃 ０．７５

０．５０ メートル

〃 ０．５０ メートル

〃 ０．７５ メートル

〃 ０．５０ メートル３．０メートル



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１３８号 山梨県富士吉田市　及び
平面接続 本線

（東富士五湖道路） 山梨県南都留郡河口湖町

中央自動車道　西宮線 山梨県大月市 立体接続 大月ジャンクション

立体接続

県道都留インター線 山梨県都留市

一般国道１３９号 山梨県富士吉田市　及び
山梨県南都留郡河口湖町

立体接続

一般国道２０号 山梨県大月市 立体接続

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

立体接続

立体接続

山梨県北都留郡上野原町

一般国道２０号 神奈川県津久井郡相模湖町

県道四日市場上野原線

一般国道２０号 神奈川県津久井郡藤野町

東京都杉並区

備　　　考

立体接続

一般国道４６８号
（首都圏中央連絡自動車道）

東京都八王子市 立体接続

東京都国立市 立体接続

一般国道１６号 東京都八王子市 立体接続

一般国道２０号 東京都調布市 立体接続

都道川崎府中線 東京都府中市 立体接続

一般国道２０号 国立府中インターチェンジ

河口湖インターチェンジ

相模湖インターチェンジ

上野原インターチェンジ

大月インターチェンジ

都留インターチェンジ

八王子インターチェンジ

八王子ジャンクション（仮称）

相模湖東出口インターチェンジ

調布インターチェンジ

稲城インターチェンジ

都道首都高速４号線 平面接続 本線

都道新宿府中線 東京都杉並区 立体接続 高井戸インターチェンジ



（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ３７ 年 １０ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ４５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　　８，１３９百万円の内数）

別　　紙　　１

―

２，５６７億円



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１-２

中央自動車道西宮線（山梨県大月市大月町花咲から山梨県東山梨郡勝沼町上岩崎まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 山梨県大月市大月町花咲 から

山梨県東山梨郡勝沼町上岩崎 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 ３ 級 （道路構造令）

（ロ）設計速度

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１９．７

１９．７

山梨県大月市大月町花咲

山梨県東山梨郡勝沼町上岩崎

別　　紙　　１

８０
から

まで

設　計　区　間

中央自動車道西宮線



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

３．００メートル （側帯幅員０．５０メートル×２を含む）

１．００ ２．７５

２．５０×２ ５．００

２．５０×２ ５．００

１．７５×２ ３．５０

―

別　　紙　　１

４車線

構造による区分

山梨県東山梨郡勝沼町上岩崎

往復分離しない区間 往復分離する区間

土工（掘割）部分

　摘　　要

から

まで

設　計　区　間 工事施工 用地買収

山梨県大月市大月町花咲
４車線

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

側帯幅
0.50ｍ含む

１．００ ３．５０２．５０

トンネル部分 ０．７５
側帯幅
0.50ｍ含む

０．７５ １．５０―

側帯幅
0.50ｍ含む（中小橋）

橋梁高架部分
２．５０ １．００ ３．５０

側帯幅
0.50ｍ含む（長大橋）

橋梁高架部分
１．７５



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４４ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成年月日 昭和 ５３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　　８，１３９百万円の内数）

中央自動車道　富士吉田線 山梨県大月市大月町 立体接続 大月ジャンクション

一般国道２０号 山梨県東山梨郡勝沼町 立体接続

備　　　考

６９７億円

―

勝沼インターチェンジ

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１-３

中央自動車道西宮線（山梨県東山梨郡勝沼町上岩崎から山梨県韮崎市韮崎町まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 山梨県東山梨郡勝沼町上岩崎 から

山梨県韮崎市韮崎町 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 ３ 級 （道路構造令）

（ロ）設計速度

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

３４．３
山梨県東山梨郡勝沼町上岩崎

山梨県韮崎市韮崎町

別　　紙　　１

８０
から

まで

設　計　区　間

中央自動車道西宮線

３４．３



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン　及び　ＴＴ－４３トン

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

上段：山梨県東山梨郡勝沼町上岩崎から山梨県中巨摩郡昭和町大字西条まで
下段：山梨県中巨摩郡昭和町大字西条から山梨県韮崎市韮崎町まで

（ト）中央帯の標準幅員

３．００メートル （側帯幅員０．５０メートル×２を含む）

別　　紙　　１

　摘　　要

から

まで

設　計　区　間 工事施工 用地買収

山梨県東山梨郡勝沼町上岩崎

山梨県韮崎市韮崎町
４車線 ４車線

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

土工（掘割）部分
２．５０×２ ５．００ ― ― ― 側帯幅

0.50ｍ含む１．７５×２ ３．５０ ― ― ―

トンネル部分
― ― ― ― ―
― ― ― ― ―

― 側帯幅
0.50ｍ含む（中小橋） １．７５×２ ３．５０ ― ― ―

橋梁高架部分 ２．５０×２

１．７５×２ ３．５０ ―

―５．００ ―

― ― 側帯幅
0.50ｍ含む（長大橋） １．２５×２ ２．５０ ― ― ―

橋梁高架部分



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４６ 年 ６ 月 １ 日

②工事の完成年月日 昭和 ５８ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　　８，１３９百万円の内数）

中部横断自動車道 山梨県甲斐市 立体接続 双葉ジャンクション

備　　　考

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

一般国道２０号 山梨県中巨摩郡昭和町 立体接続 甲府昭和インターチェンジ

１，１３５億円

一般国道１３７号 山梨県笛吹市 立体接続 一宮御坂インターチェンジ

一般国道３５８号 山梨県八代郡中道町 立体接続 甲府南インターチェンジ

―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４

中央自動車道西宮線（山梨県韮崎市穂坂町宮久保から愛知県春日井市西山町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 山梨県韮崎市穂坂町宮久保 から

愛知県春日井市西山町 まで

（ロ）延　　　　長 ２１９．９ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分
第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１

８０
から

まで

中央自動車道西宮線

設　計　区　間

２１９．９

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

山梨県韮崎市穂坂町宮久保

愛知県春日井市西山町



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン及びTT－４３トン

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

計

上段　：　山梨県韮崎市穂坂町宮久保から岐阜県中津川市千旦林まで
下段　：　岐阜県中津川市千旦林から愛知県春日井市西山町まで

（ト）中央帯の標準幅員

３．００メートル（側帯０．５０メートル×２を含む）

まで

土工部分

３．５０

１．７５×２

１．５０

２．７５

２．２５

３．５０１．００５．００
０．７５

２．５０×２

１．７５×２

２．７５
１．２５

１．００

トンネル部分

橋梁高架部分
１．５００．７５ ０．７５

１．７５

２．５０
３．５０

（中小橋）
橋梁高架部分

１．７５×２
側帯幅0．50ｍ含む

２．５０２．５０×２
１．２５×２

（長大橋）

５．００
１．００

３．５０

３．５０

０．７５
２．５０
１．７５

４車線 ４車線

１．００

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

工事施工 用地買収 　摘　要

１．７５ １．００

側帯幅0．50ｍ含む

計

設　計　区　間

１．００
側帯幅0．50ｍ含む

２．７５

別　　紙　　１

構造による区分
左　側 右　側

山梨県韮崎市穂坂町宮久保 から

摘 要

愛知県春日井市西山町

側帯幅0．50ｍ含む



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道伊那インター線 立体接続 伊那インターチェンジ

一般国道４７４号
（三遠南信自動車道）

立体接続 飯田南ジャンクション（仮称）

県道松川インター大鹿線 立体接続 松川インターチェンジ

一般国道１５３号

一般国道２０号 立体接続 諏訪インターチェンジ長野県諏訪市

長坂インターチェンジ

県道須玉インター線

県道諏訪南インター線 立体接続 諏訪南インターチェンジ長野県諏訪郡富士見町

県道高根富士見線 立体接続山梨県北巨摩郡小淵沢町

山梨県北杜市

県道長坂高根線 立体接続

県道韮崎昇仙峡線 立体接続

山梨県北杜市

立体接続 飯田インターチェンジ

駒ヶ根インターチェンジ

小淵沢インターチェンジ

立体接続 須玉インターチェンジ

接続の方法他の道路の路線名

山梨県韮崎市

接続の位置

一般国道１９号 立体接続 中津川インターチェンジ

別　　紙　　１

備　　　考

立体接続 園原インターチェンジ

韮崎インターチェンジ

長野県上伊那郡南箕輪村

長野県駒ヶ根市
及び飯田市

長野県下伊那郡松川町

長野県飯田市

長野県飯田市

長野県下伊那郡阿智村

岐阜県中津川市

県道園原インター線

岡谷ジャンクション

立体接続県道駒ヶ根駒ケ岳公園線

中央自動車道　長野線 長野県岡谷市 立体接続

一般国道１５３号 立体接続 伊北インターチェンジ長野県上伊那郡辰野町



（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ３４ 年 ２ 月 ５ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２０ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　　８，１３９百万円の内数）

第一東海自動車道 愛知県春日井市 立体接続 小牧ジャンクション

県道大西瑞浪線
県道瑞浪インター線

― ―

４，２３７億円

一般国道４７５号
（東海環状自動車道）

立体接続

岐阜県瑞浪市 立体接続 瑞浪インターチェンジ

一般国道２１号 立体接続 土岐インターチェンジ岐阜県土岐市

土岐ジャンクション岐阜県土岐市

一般国道２４８号 立体接続 多治見インターチェンジ岐阜県多治見市

県道春日井犬山線 立体接続 小牧東インターチェンジ愛知県小牧市

岐阜県恵那市

別　　紙　　１

県道恵那白川線 立体接続 恵那インターチェンジ



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５

中央自動車道西宮線（愛知県小牧市大字村中から滋賀県東近江市尻無町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 愛知県小牧市大字村中 から

滋賀県東近江市尻無町 まで

（ロ）延　　　　長 ８７．８　 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

愛知県小牧市大字村中 から
岐阜県養老郡養老町橋爪 まで

岐阜県養老郡養老町橋爪 から
滋賀県彦根市正法寺町 まで

滋賀県彦根市正法寺町 から
滋賀県犬上郡甲良町 まで

滋賀県犬上郡甲良町 から
滋賀県愛知郡秦荘町 まで

滋賀県愛知郡秦荘町 から
滋賀県東近江市尻無町 まで

第　1　種　第　２　級　（道路構造令）

第　1　種　第　１　級　（道路構造令）

中央自動車道西宮線

第　1　種　第　１　級　（道路構造令）

第　1　種　第　２　級　及び　第　３　級（道路構造令）

第　1　種　第　１　級　（道路構造令）

別　　紙　　１



（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン

（二）車線の幅員 ３．６０メートル

（ホ）車線数

滋賀県東近江市尻無町 まで

愛知県小牧市大字村中 から
４車線 ４車線

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

滋賀県愛知郡秦荘町 から
１２０ ８．６

滋賀県東近江市尻無町 まで

滋賀県犬上郡甲良町 から
１００ ４．３

滋賀県愛知郡秦荘町 まで

滋賀県彦根市正法寺町 から
１２０ ７．３

滋賀県犬上郡甲良町 まで

岐阜県養老郡養老町橋爪 から
８０ ３１．８

滋賀県彦根市正法寺町 まで

愛知県小牧市大字村中 から
１２０ ３５．８

岐阜県養老郡養老町橋爪 まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
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（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

計

（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル（側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道２５８号 愛知県大垣市 立体接続 大垣インターチェンジ

東海北陸自動車道 愛知県一宮市 立体接続 一宮ジャンクション

一般国道２２号
県道高速清洲一宮線

愛知県一宮市 立体接続 一宮インターチェンジ

一般国道４１号
県道高速名古屋小牧線

愛知県小牧市 立体接続 小牧インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

※一部区間１．７５×２
（長大橋） ※　２．７５×２ ５．５０ ２．７５ １．２５ ４．００

橋梁高架部分

※一部区間１．７５×２
（中小橋） ※　２．７５×２ ５．５０ ２．７５ １．２５ ４．００

橋梁高架部分
０．７５ ０．７５ １．５０

トンネル部分

　　２．７５×２ ５．５０ ２．７５ １．２５ ４．００
土工部分

別　　紙　　１

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

摘 要
左　側 計 左　側 右　側



（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ３４ 年 ２ 月 ５ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　　８，１３９百万円の内数）

４９６億円

― ―

一般国道４２１号 滋賀県東近江市 立体接続 八日市インターチェンジ
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一般国道３０６号 滋賀県彦根市 立体接続 彦根インターチェンジ

一般国道３６５号
岐阜県不破郡関ヶ原
町

立体接続 関ヶ原インターチェンジ

北陸自動車道 滋賀県米原市 立体接続 米原ジャンクション



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－６

中央自動車道長野線（長野県岡谷市川岸から長野県南安曇郡豊科町大字高家まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 長野県岡谷市川岸 から

長野県南安曇郡豊科町大字高家 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

長野県岡谷市川岸 から
長野県塩尻市大字片丘 まで

長野県塩尻市大字片丘 から
長野県南安曇郡豊科町大字高家 まで

第　1　種　第　３　級　（道路構造令）

第　1　種　第　２　級　（道路構造令）

別　　紙　　１

中央自動車道長野線

３３．４



（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０　及び　ＴＴ－４３

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

長野県南安曇郡豊科町大字高家 まで

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

設　計　区　間

長野県岡谷市川岸

長野県塩尻市大字片丘
８０

から

まで

２２．２
長野県南安曇郡豊科町大字高家 まで

長野県塩尻市大字片丘 から
１００

別　　紙　　１

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１１．２

長野県岡谷市川岸 から
４車線 ４車線



（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

※上段： 岡谷市川岸から　塩尻市大字片丘まで 〔８０km/hr区間〕

下段： 塩尻市大字片丘から　長野県南安曇郡豊科町大字高家まで 〔１００km/hr区間〕

（ト）中央帯の標準幅員

〔８０km/hr区間〕 ３.００メートル（側帯０.５０メートル×２を含む）

〔１００km/hr区間〕 ４.５０メートル（側帯０.７５メートル×２を含む）

側帯幅員 0.50ｍ

側帯幅員 0.75ｍ

３．７５
２．７５

３．７５
１．５０

２．００
３．５０

土工部分
１.００

１.２５

左　側 計 左　側

トンネル部分

２.５０×２

１.００

橋梁高架部分

２.５０

２.５０
１.７５

２.５０×２

（長大橋）

計
摘  要

右　側

２.５０×２ ２.５０
０.７５

－

－

－

５．００
－

５．００ ２.５０

１.７５×２

３．５０１.７５×２
２.５０×２

橋梁高架部分

（中小橋）

構造による区分
往復分離する区間往復分離しない区間

１.００
１.００

０.７５

１.２５
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３．５０

５．００

５．００

３．５０

１.００

１.２５１.７５ ３．００



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

接続の方法 備　　　考

立体接続 岡谷インターチェンジ

他の道路の路線名

１，８７５ 億円

一般国道１５８号

県道松本空港塩尻北インター線

県道豊科インター堀金線

接続の位置

長野県岡谷市

塩尻北インターチェンジ立体接続
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塩尻インターチェンジ長野県塩尻市

長野県塩尻市

岡谷ジャンクション

長野県松本市 松本インターチェンジ

立体接続 豊科インターチェンジ

立体接続

中央自動車道　西宮線 長野県岡谷市 立体接続

長野県南安曇郡豊科町

一般国道２０号

一般国道２０号 立体接続



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４８ 年 １１ 月 １５ 日

②工事の完成年月日 平成 ５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　　８，１３９百万円の内数）

―

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－７

第一東海自動車道（東京都世田谷区砧公園から愛知県小牧市大字村中まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 東京都世田谷区砧公園 から

愛知県小牧市大字村中 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

東京都世田谷区砧公園 から
神奈川県横浜市青葉区 まで

神奈川県横浜市青葉区 から
神奈川県秦野市 まで

神奈川県秦野市 から
静岡県御殿場市 まで

静岡県御殿場市 から
静岡県榛原郡吉田町 まで

静岡県榛原郡吉田町 から
静岡県菊川市 まで

静岡県菊川市 から
愛知県岡崎市 まで

愛知県岡崎市 から
愛知県小牧市 まで

３４６．４

第　1　種　第　２　級　（道路構造令）

第　1　種　第　１　級　（道路構造令）

第　1　種　第　３　級　（道路構造令）

別　　紙　　１

第一東海自動車道

第　1　種　第　２　級　（道路構造令）

第　1　種　第　３　級　（道路構造令）

第　1　種　第　２　級　（道路構造令）

第　1　種　第　１　級　（道路構造令）



（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 ２０トン

ただし、静岡県浜松市
の一部は８０ｷﾛﾒｰﾄﾙ
／時とする

愛知県岡崎市丸山町 から
１２０ ４３．６

愛知県小牧市大字村中 まで

１１．２
静岡県菊川市加茂 まで

静岡県菊川市加茂 から
１００ １０３．６

愛知県岡崎市丸山町 まで

静岡県榛原郡吉田町 から

から

８０

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１９．２

神奈川県秦野市平内久保 まで

３２．２
静岡県御殿場市深沢 まで

１０８．８
静岡県榛原郡吉田町 まで

神奈川県横浜市緑区長津田町 から

別　　紙　　１

設　計　区　間

２７．８１２０

東京都世田谷区砧公園

神奈川県横浜市緑区長津田町
１００

から

まで

１００

８０
神奈川県秦野市平内久保 から

静岡県御殿場市深沢



（二）車線の幅員 ３．６０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

計

別　　紙　　１

神奈川県厚木市字岡田 から
４車線 ４車線

愛知県小牧市大字村中 まで

東京都世田谷区砧公園

３．２５

６．５０

土工部分

トンネル部分

３．２５

３．２５

６車線 ６車線

１．２５

左　側 右　側

（中小橋）

３．２５×２

０．７５

３．２５×２

６．５０

橋梁高架部分

（長大橋） ３．２５×２

０．７５ １．５０

　摘　要工事施工 用地買収

摘 要構造による区分

橋梁高架部分

計

設　計　区　間

から

神奈川県厚木市字岡田 まで

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

側帯幅0.75ｍ含む

６．５０

４．５０

側帯幅0.75ｍ含む
一部の区間では左側路肩を
２.７５メートルとしている

側帯幅0.75ｍ含む
一部の区間では左側路肩を
２.７５メートルとしている

１．２５ ４．５０

１．２５ ４．５０

側帯幅0.75ｍ含む
一部の区間では左側路肩を
２.７５メートルとしている



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル（側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

第二東海自動車道　横浜名古屋線 静岡県御殿場市 立体接続 御殿場ジャンクション（仮称）

沼津インターチェンジ

第二東海自動車道　横浜名古屋線 神奈川県伊勢原市 立体接続 伊勢原ジャンクション（仮称）

一般国道１号
県道沼津インター線

静岡県沼津市 立体接続

立体接続 大井松田インターチェンジ

一般国道１３８号
県道御殿場箱根線

静岡県御殿場市 立体接続 御殿場インターチェンジ

横浜町田インターチェンジ

一般国道１２９号
一般国道２７１号（小田原厚木道路）

神奈川県厚木市 立体接続 厚木インターチェンジ

第一東海自動車道 神奈川県海老名市 立体接続
海老名北ジャンクション
（仮称）

都道環状8号線
都道首都高速３号線

東京都世田谷区
立体接続
平面接続 本線

市道野川菅生線 神奈川県川崎市 立体接続 東名川崎インターチェンジ

備　　　考接続の位置 接続の方法他の道路の路線名

一般国道１６号 神奈川県横浜市 立体接続

一般国道２５５号
神奈川県足柄上郡大
井町

別　　紙　　１

東京インターチェンジ



袋井インターチェンジ

静岡県磐田市

愛知県豊川市 立体接続 豊川インターチェンジ

一般国道１号 静岡県静岡市 立体接続

立体接続 磐田インターチェンジ

吉田インターチェンジ

焼津インターチェンジ

立体接続 静岡インターチェンジ

静岡県菊川市

県道三ケ日インター線 静岡県浜松市 立体接続 三ケ日インターチェンジ

菊川インターチェンジ

清水インターチェンジ

県道掛川浜岡線

県道焼津森線 静岡県焼津市 立体接続

立体接続

県道中島南安倍線 静岡県静岡市

別　　紙　　１

県道浜松環状線 静岡県浜松市 立体接続 浜松インターチェンジ

県道磐田原インター線

尾羽ジャンクション（仮称）

一般国道１３９号 静岡県富士市 立体接続 富士インターチェンジ

一般国道１５１号

第二東海自動車道
横浜名古屋線（連絡路）

静岡県静岡市 立体接続

県道浜北袋井線 静岡県袋井市 立体接続

県道島田吉田線 静岡県榛原郡吉田町 立体接続

一般国道１号 愛知県岡崎市 立体接続 岡崎インターチェンジ

第二東海自動車道
横浜名古屋線（連絡路）

静岡県浜松市 立体接続 三ケ日ジャンクション（仮称）



（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

東京都世田谷区から
昭和 ３７ 年 ５ 月 ３１ 日

静岡県静岡市まで

静岡県静岡市から
昭和 ３８ 年 １０ 月 ２６ 日

愛知県豊川市まで

愛知県豊川市から
昭和 ３７ 年 ９ 月 １７ 日

愛知県小牧市まで

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

第二東海自動車道　横浜名古屋線 愛知県豊田市 立体接続

県道豊田安城線 愛知県豊田市 立体接続 豊田インターチェンジ

豊田ジャンクション

別　　紙　　１

県道日進瀬戸線（名古屋瀬戸道
路）

愛知県日進市 立体接続 日進ジャンクション

県道名古屋長久手線
近畿自動車道　名古屋関線

愛知県名古屋市 立体接続 名古屋インターチェンジ

一般国道１９号 愛知県春日井市 春日井インターチェンジ立体接続

５，３９４億円



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

―

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－８

東海北陸自動車道　（愛知県一宮市大和町北高井から岐阜県美濃市松森まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 愛知県一宮市大和町北高井 から

岐阜県美濃市松森 まで

（ロ）延　　　　長 ３２．４ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

愛知県一宮市大和町北高井 から
80 ３２．４

岐阜県美濃市松森 まで

東海北陸自動車道

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

３．００メートル （側帯　０．５メートル×２を含む）

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ １．７５

側帯幅
0.50ｍ含む１．００ ３．５０

側帯幅
0.50ｍ含む１．００ ２．７５

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ ２．５０

橋梁高架部分

側帯幅
0.50ｍ含む－ － ０．７５ ０．７５ １．５０

トンネル部分

側帯幅
0.50ｍ含む２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

土工部分

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

岐阜県美濃市松森 まで

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

愛知県一宮市大和町北高井 から
４車線 ４車線

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

中央自動車道　西宮線 愛知県一宮市 立体接続 一宮ジャンクション

県道岐阜稲沢線 愛知県一宮市 立体接続 一宮西インターチェンジ

県道萩原三条北方線 愛知県一宮市 立体接続 尾西インターチェンジ

一般国道２２号 愛知県一宮市 立体接続 一宮木曽川インターチェンジ

一般国道２１号 立体接続 岐阜各務原インターチェンジ

一般国道２４８号 岐阜県関市 立体接続 関インターチェンジ

岐阜県美濃市 立体接続 美濃関ジャンクション

県道岐阜美濃線 岐阜県美濃市 立体接続 美濃インターチェンジ

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４７ 年 ６ 月 ２０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東海北陸自動車道　　３４，７０３百万円の内数）

岐阜県各務原市

一般国道４７５号
（東海環状自動車道）

３，６５０億円

― ―

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

東海北陸自動車道　（岐阜県美濃市松森から岐阜県郡上市白鳥町那留まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－９



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岐阜県美濃市松森 から

岐阜県郡上市白鳥町那留 まで

（ロ）延　　　　長 ４４．０ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

４４．０

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

まで

岐阜県美濃市松森

岐阜県郡上市白鳥町那留

から
80

東海北陸自動車道



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

※　美並～八幡間切土部については、左側路肩を堆雪余裕幅として０．５ｍ拡幅する。
※　八幡～大和間切土部については、左側路肩を堆雪余裕幅として１．０ｍ拡幅する。
※　大和～白鳥間切土部については、左側路肩を堆雪余裕幅として２．０ｍ拡幅する。

０．７５

（長大橋）

１．７５

１．２５１．２５×２

構造による区分

土工部分

（中小橋）

橋梁高架部分

トンネル部分

橋梁高架部分

摘 要

側帯幅
0.50ｍ含む

側帯幅
0.50ｍ含む０．７５

１．００ ２．７５

１．５０

側帯幅
0.50ｍ含む

１．００
側帯幅
0.50ｍ含む２．７５

２．２５１．００

計

１．７５×２

右　側

１．７５１．７５×２

－

設　計　区　間
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往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

２．５０

３．５０

計

岐阜県美濃市松森 から

岐阜県郡上市白鳥町那留 まで
４車線

工事施工

３．５０

－

用地買収

左　側

　摘　要

４車線化４車線



（ト）中央帯の標準幅員 ３．００メートル （側帯　０．５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１５６号 岐阜県郡上市美並町 立体接続 美並インターチェンジ

一般国道１５６号 岐阜県郡上市八幡町 立体接続 郡上八幡インターチェンジ

主地方道白鳥板取線 岐阜県郡上市大和町 立体接続 ぎふ大和インターチェンジ

岐阜県郡上市白鳥町 立体接続 白鳥インターチェンジ

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５４ 年 ３ 月 １８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東海北陸自動車道　　３４，７０３百万円の内数）

一般国道１５８号（中部縦貫自動車
道（油坂峠道路））
県道白鳥明宝線

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

― ―

３，１６０億円
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０

東海北陸自動車道　（岐阜県郡上市白鳥町那留から岐阜県高山市荘川町猿丸まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岐阜県郡上市白鳥町那留 から

岐阜県高山市荘川町猿丸 まで

（ロ）延　　　　長 ２１．９ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から
80

設　計　区　間

まで
２１．９

岐阜県郡上市白鳥町那留

岐阜県高山市荘川町猿丸

別　　紙　　１

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

東海北陸自動車道



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン及びＢ活荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

※白鳥ＩＣ～高鷲ＴＮ間切土部については、左路肩を堆雪余裕幅として２．０ｍ拡幅する。
※高鷲ＴＮ～荘川ＩＣ間切土部については、左路肩を堆雪余裕幅として３．０ｍ拡幅する。
※白鳥ＩＣ～高鷲ＴＮ間盛土部については、左路肩を堆雪余裕幅として２．５ｍ拡幅する。
※高鷲ＴＮ～荘川ＩＣ間盛土部については、左路肩を堆雪余裕幅として３．０ｍ拡幅する。
※下段（　）は完成時

－ －

　摘　要

３．５０

２車線 ４車線

工事施工

計左　側

（３．５０）

岐阜県高山市荘川町猿丸 まで

用地買収
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設　計　区　間

岐阜県郡上市白鳥町那留 から

摘 要
右　側

－
側帯幅
0.50ｍ含む

２．５０

（３．５０）（長大橋） －（１．７５×２）
側帯幅
0.50ｍ含む

１．２５×２

往復分離しない区間 往復分離する区間

－

－

側帯幅
0.50ｍ含む

－

－

構造による区分

土工部分

左　側

１．５０

１．７５×２

（１．７５×２）

０．７５×２

計

橋梁高架部分

トンネル部分
（１．２５×２） －（２．５０）



（ト）中央帯の標準幅員 －

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

主要地方道高鷲インター線 岐阜県郡上市 立体接続 高鷲インターチェンジ
一般国道１５８号 岐阜県高山市 立体接続 荘川インターチェンジ

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ６３ 年 １０ 月 ２ 日

②工事の完成年月日 平成 １２ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東海北陸自動車道　　３４，７０３百万円の内数）

― ―

９７９億円

別　　紙　　１

接続の方法 備　　　考他の道路の路線名 接続の位置



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１

東海北陸自動車道　（岐阜県高山市荘川町猿丸から岐阜県高山市清見町夏厩まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岐阜県高山市荘川町猿丸 から

岐阜県高山市清見町夏厩 まで

（ロ）延　　　　長 １８．９ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

別　　紙　　１

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設　計　区　間

まで
１８．９

岐阜県高山市荘川町猿丸

岐阜県高山市清見町夏厩
80

から

東海北陸自動車道



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２５トン、ＴＴ－４３トン及びＢ活荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

計
構造による区分

土工部分

橋梁高架部分

トンネル部分

右　側

－３．００×２

側帯幅
0.50ｍ含む

－ －

摘 要

側帯幅
0.50ｍ含む

－

－ －

－１．２５×２

左　側

往復分離しない区間 往復分離する区間

３．５０（長大橋） －１．７５×２
側帯幅
0.50ｍ含む

岐阜県高山市荘川町猿丸 から

岐阜県高山市清見町夏厩 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収

２．５０

左　側

－

計

６．００

　摘　要

２車線 ４車線



（ト）中央帯の標準幅員 －

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ３ 年 ４ 月 ２７ 日

②工事の完成年月日 平成 １７ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東海北陸自動車道　　３４，７０３百万円の内数）

一般国道１５８号

一般国道１５８号（中部縦貫自動車
道（高山清見道路））

岐阜県高山市 立体接続 飛騨清見ジャンクション

岐阜県高山市 立体接続 飛騨清見インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

― ―

８５５億円

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１２

東海北陸自動車道　（岐阜県高山市清見町夏厩から富山県南砺市上中田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岐阜県高山市清見町夏厩 から

富山県南砺市上中田 まで

（ロ）延　　　　長 ４０．２ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

岐阜県高山市清見町夏厩 から
８０ ４０．２

富山県南砺市上中田 まで

別　　紙　　１

東海北陸自動車道

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ －

側帯幅
0.50ｍ含む－ －

側帯幅
0.50ｍ含む－ －

（中小橋） １．７５×２ ３．５０ －

橋梁高架部分

側帯幅
0.50ｍ含む１．２５×２ ２．５０ － － －

トンネル部分

側帯幅
0.50ｍ含む３．００×２ ６．００ － － －

土工部分

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

富山県南砺市上中田 まで

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

岐阜県高山市清見町夏厩 から
２車線 ４車線

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要



（ト）中央帯の標準幅員 －

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２０ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東海北陸自動車道　　３４，７０３百万円の内数）

２，５６１億円

― ―

一般国道１５６号 岐阜県大野郡白川村 立体接続 白川郷インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１３

東海北陸自動車道　（富山県南砺市上中田から富山県南砺市天池まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 富山県南砺市上中田 から

富山県南砺市天池 まで

（ロ）延　　　　長 １６．３ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

東海北陸自動車道

設　計　区　間

まで
１６．３

富山県南砺市上中田

富山県南砺市天池

別　　紙　　１

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

から
８０



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

３．５０ －

－

（中小橋）

橋梁高架部分

橋梁高架部分

－

－

－

　摘　要

２車線 ４車線

工事施工

別　　紙　　１

設　計　区　間

側帯幅
0.50ｍ含む

富山県南砺市上中田 から

富山県南砺市天池 まで

３．５０（長大橋） －１．７５×２
側帯幅
0.50ｍ含む

往復分離しない区間 往復分離する区間

用地買収

１．７５×２

右　側

－３．００×２

１．２５×２ ２．５０
トンネル部分

摘 要

側帯幅
0.50ｍ含む

－

－

計

側帯幅
0.50ｍ含む

構造による区分

土工部分

左　側

６．００

計 左　側

－

－－



（ト）中央帯の標準幅員 －

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ３ 年 １ 月 ３１ 日

②工事の完成年月日 平成 １５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東海北陸自動車道　　３４，７０３百万円の内数）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

一般国道１５６号 富山県南砺市上中田 立体接続 五箇山インターチェンジ

― ―

８０９億円

備　　　考

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１４

東海北陸自動車道　（富山県南砺市天池から富山県小矢部市水島まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 富山県南砺市天池 から

富山県小矢部市水島 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

１１．４

設　計　区　間

まで
１１．４

富山県南砺市天池

富山県小矢部市水島

別　　紙　　１

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

８０

東海北陸自動車道

から



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

１．７５×２

富山県小矢部市水島 まで

橋梁高架部分

－

摘 要

側帯幅0.50ｍ含む
堆雪余裕幅含む

側帯幅0.50ｍ含む
堆雪余裕幅含む

側帯幅0.50ｍ含む
堆雪余裕幅含む

－

往復分離する区間

左　側 右　側 計

別　　紙　　１

富山県南砺市天池 から

　摘　要

３．５０（中小橋）

橋梁高架部分

－

２車線 ４車線

工事施工 用地買収

３．５０（長大橋） １．７５×２

往復分離しない区間

設　計　区　間

－－

構造による区分

土工部分

左　側

６．００

計

３．００×２

－ －

－ －



（ト）中央帯の標準幅員 －

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５４ 年 ３ 月 １８ 日

②工事の完成年月日 平成 ８ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東海北陸自動車道　　３４，７０３百万円の内数）

一般国道３０４号 富山県南砺市

接続の位置他の道路の路線名

小矢部砺波ジャンクション

備　　　考

立体接続 福光インターチェンジ

―

３９６億円

北陸自動車道
一般国道４７０号（能越自動車道）

富山県小矢部市 立体接続

別　　紙　　１

―

接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

第二東海自動車道　横浜名古屋線（神奈川県海老名市中野から神奈川県伊勢原市上粕屋まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１５



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 神奈川県海老名市中野 から

神奈川県伊勢原市上粕屋 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度

１２０ ８．９

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設　計　区　間

まで

神奈川県海老名市中野

神奈川県伊勢原市上粕屋

から

別　　紙　　１

第二東海自動車道　横浜名古屋線

８．９



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．７５メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

上段：海老名市中野から伊勢原市東富岡まで
下段：伊勢原市東富岡から伊勢原市上粕屋まで

６．２５

―
―

―

―

―

―

―

―

―

― ―
――

―

橋梁高架部分 ― ―

右　側

―

側帯幅
0.75ｍ含む―

側帯幅
0.75ｍ含む

―

摘 要

側帯幅
0.75ｍ含む

―― ―
３．１２５ １．２５

（中小橋） ― ―

―

―

―

左　側

用地買収

土工部分

計

３．００×２ ６．００ ― ―

― ―

左　側

往復分離しない区間 往復分離する区間

　摘　要

暫定施工４車線 ６車線

工事施工

まで

設　計　区　間

別　　紙　　１

計

神奈川県海老名市中野 から

神奈川県伊勢原市上粕屋

構造による区分

トンネル部分

側帯幅
0.75ｍ含む

橋梁高架部分
（長大橋）

３．１２５×２
４．３７５― ―



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル（側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

第一東海自動車道 神奈川県海老名市 立体接続 海老名南ジャンクション（仮称）

一般国道１２９号 神奈川県厚木市 立体接続 厚木南インターチェンジ（仮称）

第一東海自動車道 神奈川県伊勢原市 立体接続 伊勢原ジャンクション（仮称）

一般国道２４６号 神奈川県伊勢原市 立体接続 伊勢原北インターチェンジ（仮称）
（厚木秦野道路）

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １０ 年 ４ 月 １７ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２４ 年 ３ 月 ３１ 日

４，４６６億円

備　　　考接続の位置

別　　紙　　１

接続の方法他の道路の
路線名



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第二東海自動車道　　３１６，１４６百万円の内数）

別　　紙　　１

―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１-１６

第二東海自動車道　横浜名古屋線（神奈川県伊勢原市上粕屋から神奈川県秦野市八沢まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 神奈川県伊勢原市上粕屋 から

神奈川県秦野市八沢 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

別　　紙　　１

第二東海自動車道　横浜名古屋線

１３．５

神奈川県秦野市八沢

から

設　計　区　間

まで

神奈川県伊勢原市上粕屋

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度

１３．５１２０



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．７５メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

１．２５ ４．３７５
側帯幅
0.75ｍ含む

３．００×２

１．００

１．７５

３．００

１．００

３．００

側帯幅
0.75ｍ含む

側帯幅
0.75ｍ含む

摘 要

側帯幅
0.75ｍ含む

左　側 右　側

２．００

（中小橋）
橋梁高架部分
（長大橋）

３．１２５×２ ６．２５ ３．１２５

６．００３．００×２
橋梁高架部分

土工部分 ４．７５

計

１．７５６．００

４．７５

暫定施工４車線 ６車線

工事施工 用地買収 　摘　要

往復分離しない区間 往復分離する区間

設　計　区　間

別　　紙　　１

神奈川県秦野市八沢

構造による区分

まで

左　側

トンネル部分

計

神奈川県伊勢原市上粕屋 から



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル（側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道２４６号 神奈川県秦野市 秦野インターチェンジ（仮称）

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １２ 年 １ 月 １２ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第二東海自動車道　　３１６，１４６百万円の内数）

別　　紙　　１

備　　　考

立体接続

―

３，４８８億円

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１７

第二東海自動車道　横浜名古屋線（静岡県御殿場市駒門から静岡県駿東郡長泉町大字元長窪まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 静岡県御殿場市駒門 から

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 1 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

別　　紙　　１

第二東海自動車道　横浜名古屋線

１３．４

設　計　区　間

まで

静岡県御殿場市駒門

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪

から

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

13.4

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度

120



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．７５メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

計

１．００

１．７５ ４．７５

４．３７５３．１２５×２ ６．２５
側帯幅
0.75ｍ含む（長大橋）

１．００

３．１２５

別　　紙　　１

まで

設　計　区　間

から

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪

静岡県御殿場市駒門

２．００

４．７５

往復分離する区間

計

往復分離しない区間

工事施工 用地買収 　摘　要

暫定施工４車線 ６車線

トンネル部分

土工部分 ３．００×２ ６．００

左　側
構造による区分

右　側

３．００ １．７５

左　側

側帯幅
0.75ｍ含む

側帯幅
0.75ｍ含む

摘 要

側帯幅
0.75ｍ含む

（中小橋）
橋梁高架部分

橋梁高架部分

１．２５

３．００×２ ６．００ ３．００



（ト）中央帯の標準幅員

７．５０メートル（側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １０ 年 １ 月 ２０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第二東海自動車道　　３１６，１４６百万円の内数）

別　　紙　　１

路線名

御殿場ジャンクション(仮称)

他の道路の 接続の位置 接続の方法

第一東海自動車道 静岡県御殿場市 立体接続

備　　　考

―

２，７９５億円



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１８

第二東海自動車道　横浜名古屋線（静岡県駿東郡長泉町大字元長窪から愛知県東海市新宝町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 静岡県駿東郡長泉町大字元長窪 から

愛知県東海市新宝町 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪から
第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

愛知県豊田市岩倉町山ノ神まで

愛知県豊田市岩倉町山ノ神から
第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

愛知県東海市新宝町まで

（ロ）設計速度

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

120 186.8

30.7100
愛知県豊田市岩倉町山ノ神

愛知県東海市新宝町

から

まで

設　計　区　間

まで

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪

愛知県豊田市岩倉町山ノ神

から

別　　紙　　１

第二東海自動車道　横浜名古屋線

２１７．５



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．７５メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

計

４．７５

２．００

４．７５

４．３７５

上段　：　静岡県駿東郡長泉町大字元長窪から愛知県豊田市岩倉町山ノ神まで
下段　：　愛知県豊田市岩倉町山ノ神から愛知県東海市新宝町まで

側帯幅
0.75ｍ含む

１．７５

側帯幅
0.75ｍ含む

１．２５

側帯幅
0.75ｍ含む

側帯幅
0.75ｍ含む

１．００

橋梁高架部分

構造による区分

土工部分
１．７５

左　側 右　側

３．００６．００

（中小橋）
橋梁高架部分

１．００

３．００３．００×２

３．００×２

２．５０×２

（長大橋）
３．１２５

５．００２．５０×２
６．２５
５．００

３．１２５×２
２．５０×２

工事施工 用地買収

愛知県豊田市鴛鴨町稲荷山

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪
暫定施工

愛知県豊田市鴛鴨町稲荷山 から

４車線 ６車線

６車線 ６車線

から

　摘　要

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

まで

愛知県東海市新宝町 まで

摘 要

別　　紙　　１

設　計　区　間

６．００

トンネル部分

５．００

計



（ト）中央帯の標準幅員

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪から
５．００メートル（側帯０．７５メートル×２を含む）

愛知県南設楽郡鳳来町下吉田まで

愛知県南設楽郡鳳来町下吉田から
４．５０メートル（側帯０．７５メートル×２を含む）

愛知県豊田市岩倉町山ノ神まで

愛知県豊田市岩倉町山ノ神から
３．５０メートル（側帯０．７５メートル×２を含む）

愛知県東海市新宝町まで

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１３９号（西富士道路）
県道一色久沢線

一般国道５２号

県道清水富士宮線

県道井川湖御幸線
県道山脇大谷線

第一東海自動車道

他の道路の路線名

一般国道１号（伊豆縦貫自動車道）
県道大岡元長窪線

立体接続

接続の方法接続の位置

立体接続

一般国道１号
県道静岡朝比奈藤枝線

第二東海自動車道
横浜名古屋線（連絡路）
中部横断自動車道

静岡県富士市

立体接続静岡県藤枝市

立体接続

立体接続静岡県静岡市

立体接続

立体接続

静岡県駿東郡長泉町

別　　紙　　１

静岡県静岡市

静岡県静岡市

静岡インターチェンジ（仮称）

藤枝岡部インターチェンジ（仮称）

尾羽ジャンクション（仮称）

静岡県静岡市

立体接続静岡県静岡市

長泉沼津インターチェンジ（仮称）

富士インターチェンジ（仮称）

清水インターチェンジ（仮称）

伊佐布インターチェンジ（仮称）

備　　　考

吉原ジャンクション（仮称）



一般国道３０２号（伊勢湾岸道路） 愛知県東海市 平面接続 本線

立体接続

立体接続

愛知県東海市

愛知県豊田市

立体接続

一般国道３０２号

一般国道３０２号

一般国道２３号
市道高速２号

愛知県豊田市県道名古屋岡崎線

立体接続

第二東海自動車道
横浜名古屋線（連絡路）

愛知県豊田市

愛知県豊明市

愛知県名古屋市

立体接続

立体接続静岡県浜松市

一般国道４７３号

第一東海自動車道

立体接続

立体接続

県道掛川天竜線

一般国道４７５号(東海環状自動車
道)

一般国道２４８号

一般国道２５７号

一般国道１５１号

静岡県掛川市

立体接続

立体接続

別　　紙　　１

愛知県新城市 立体接続

愛知県大府市及び愛
知県東海市

静岡県島田市 立体接続

愛知県額田郡額田町

愛知県豊田市

立体接続

立体接続

金谷インターチェンジ（仮称）

大府インターチェンジ

一般国道４７３号

東海インターチェンジ

三ケ日ジャンクション（仮称）

豊田ジャンクション

森掛川インターチェンジ（仮称）

引佐ジャンクション（仮称）

豊田東ジャンクション

豊田東インターチェンジ

名古屋南インターチェンジ

豊田南インターチェンジ

豊明インターチェンジ

浜北インターチェンジ（仮称）

引佐インターチェンジ（仮称）

新城インターチェンジ（仮称）

額田インターチェンジ（仮称）

静岡県浜松市 立体接続

立体接続静岡県浜松市

第一東海自動車道 静岡県浜松市

一般国道１５２号

一般国道２３号



（４）工事予算

３９，７１５億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 　５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第二東海自動車道　　３１６，１４６百万円の内数）

―

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１-１９

中部横断自動車道（静岡県静岡市清水区吉原から山梨県南巨摩郡増穂町青柳町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

８０ ５８．４

中部横断自動車道　　

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
設　計　区　間

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

山梨県南巨摩郡増穂町
青柳町

静岡県静岡市清水区吉
原

別　　紙　　１

静岡県静岡市清水区吉原

５８．４

山梨県南巨摩郡増穂町青柳町

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要
２ 車線 ４ 車線

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

設　計　区　間

－－
側帯幅0.5ｍ含む

３．５０

山梨県南巨摩郡増穂町青柳
町

（長大橋） １．２５×２

１．７５×２

計

橋梁高架部分

工事施工

２．５０ －

摘 要

－ －３．５０ －

－
側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

往復分離しない区間

橋梁高架部分

往復分離する区間

計

－

－

右　側

（中小橋）

－

土工（掘割）部
分

トンネル部分

１．７５×２ ３．５０

別　　紙　　１

静岡県静岡市清水区吉原

１．２５×２ ２．５０

構造による区分

左　側左　側

－

－

用地買収



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

吉原ジャンクション（仮称）

富沢インターチェンジ（仮称）

南部インターチェンジ（仮称）

身延インターチェンジ（仮称）

六郷インターチェンジ（仮称）

増穂インターチェンジ（仮称）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中部横断自動車道　　９，２５５百万円の内数）

４，３４０

別　　紙　　１

平成 ２４ ３ ３１

８平成 １１ １

第二東海自動車道
横浜名古屋線

―

山梨県西八代郡
身延町

他の道路の

立体接続

接続の方法接続の位置

六郷町
山梨県南巨摩郡

立体接続

立体接続

立体接続

南部町
山梨県南巨摩郡

南部町

山梨県南巨摩郡

県道市川大門下部身延線

一般国道５２号

路線名

増穂町

山梨県南巨摩郡

―

一般国道５２号

一般国道５２号

県道市川大門下部身延線

備　　　考

立体接続

立体接続

静岡県静岡市



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２０

中部横断自動車道（山梨県南巨摩郡増穂町青柳町から山梨県甲斐市竜地まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

中部横断自動車道　　

１６．０

１６．０

山梨県甲斐市竜地

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

山梨県甲斐市
竜地

山梨県南巨摩郡
増穂町大椚

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

設　計　区　間

山梨県南巨摩郡増穂町青柳町

設計速度

８０



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

山梨県甲斐市
竜地

２ ４

別　　紙　　１

用地買収

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

工事施工設　計　区　間

計左　側

山梨県南巨摩郡
増穂町大椚

車線車線

構造による区分

暫定施工

右　側

往復分離する区間往復分離しない区間

土工（掘割）部
分

トンネル部分

１．７５×２

－

－

ー

３．５０

（長大橋）
橋梁高架部分

側帯幅0.5ｍ含む

－ －

２．５０ －－１．２５×２ －

－

１．７５×２

－

－

－ －３．５０

左　側計

－
橋梁高架部分
（中小橋）

側帯幅0.5ｍ含む

　摘　要

摘 要

側帯幅0.5ｍ含む

３．５０



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

接続の位置 接続の方法 備　　　考

一般国道５２号 山梨県南巨摩郡 平面接続 増穂インターチェンジ（仮称）

増穂町

主要地方道韮崎櫛形豊富線　 山梨県 立体接続 南アルプスインターチェンジ

南アルプス市

主要地方道今諏訪北村線　 山梨県 立体接続 白根インターチェンジ

南アルプス市

中央自動車道　西宮線 山梨県甲斐市 立体接続 双葉ジャンクション

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中部横断自動車道　　９，２５５百万円の内数）

４５

別　　紙　　１

９３６

３１

平成

路線名

他の道路の

平成 １９ ３

１２

―

―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２１

北陸自動車道　（富山県下新川郡朝日町月山から富山県富山市黒埼まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 富山県下新川郡朝日町月山 から

富山県富山市黒埼 まで

（ロ）延　　　　長 ５０．２ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第　1　種　第　２　級　（道路構造令）

（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ及びＴＴ－４３ｔ

北陸自動車道

富山県下新川郡朝日町月山

富山県富山市黒埼

から

設　計　区　間

まで
５０．２１００

別　　紙　　１

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル （側帯　０．７５メートル×２を含む）

５．００

計

別　　紙　　１

用地買収

２．５０

富山県下新川郡朝日町月山

富山県富山市黒埼

計

まで
４車線

５．５０
側帯幅
0.75ｍ含む（長大橋） －

２．５０ １．２５

２．５０×２

２．７５×２

３．７５５．００

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

から

設　計　区　間 　摘　要工事施工

４車線

摘 要

側帯幅
0.75ｍ含む

右　側

１．２５ ３．７５

－

２．５０×２

－

側帯幅
0.75ｍ含む

構造による区分

土工部分

（中小橋）

橋梁高架部分

橋梁高架部分

左　側



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４６ 年 ６ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 昭和 ５９ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北陸自動車道　　８６百万円の内数）

魚津インターチェンジ

県道箕輪滑川インター線

― ―

１，３５５億円

県道石垣魚津インター線 富山県魚津市 立体接続

県道富山立山魚津線
富山県中新川郡立山
町

立体接続

別　　紙　　１

備　　　考

朝日インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置

立山インターチェンジ

黒部インターチェンジ立体接続

富山県滑川市 立体接続 滑川インターチェンジ

県道若栗生地線 富山県黒部市

接続の方法

一般国道８号
富山県下新川郡朝日
町

立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２２

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

北陸自動車道　（富山県富山市黒埼から福井県武生市庄町まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 富山県富山市黒埼 から

福井県武生市庄町 まで

（ロ）延　　　　長 １５３．５ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

富山県富山市黒埼 から
富山県小矢部市平桜 まで

富山県小矢部市平桜 から
石川県金沢市金市町 まで

石川県金沢市金市町 から
石川県加賀市田尻町 まで

石川県加賀市田尻町 から
福井県坂井郡丸岡町畑中 まで

福井県坂井郡丸岡町畑中 から
福井県武生市庄町 まで

第　1　種　第　３　級　（道路構造令）

第　1　種　第　２　級　（道路構造令）

第　1　種　第　３　級　（道路構造令）

第　1　種　第　２　級　（道路構造令）

別　　紙　　１

北陸自動車道

第　1　種　第　２　級　（道路構造令）



（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ-２０ｔ及びＴＴ-４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

富山県富山市黒埼
１００

別　　紙　　１

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

富山県小矢部市平桜

設　計　区　間

まで
３６．３

富山県小矢部市平桜

石川県金沢市金市町 から

石川県加賀市田尻町 まで

福井県武生市庄町

８０ ２６.４
福井県坂井郡丸岡町畑中 まで

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

から

石川県加賀市田尻町

石川県金沢市金市町 まで

２９.８

１７．６

１００ ４３.４

１００

８０

から

から

福井県坂井郡丸岡町畑中

まで



（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル （側帯　０．７５メートル×２を含む）

設　計　区　間

側帯幅
0.75ｍ含む１．７５

６．００

計

１．２５

－

左　側

－

３．００

５．００
側帯幅
0.75ｍ含む（長大橋） ２．５０２．５０×２

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

から富山県富山市黒埼

　摘　要

４．７５

右　側

３．００×２

計

３．００

摘 要

側帯幅
0.75ｍ含む

１．００ １．００

１．７５ ４．７５

側帯幅
0.75ｍ含む

４車線 ４車線

用地買収工事施工

別　　紙　　１

構造による区分

土工部分
３．００×２

福井県武生市庄町 まで

橋梁高架部分

トンネル部分

橋梁高架部分

３．７５

２．００

（中小橋） ６．００



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

立体接続 小杉インターチェンジ

一般国道３５９号 富山県砺波市 立体接続 砺波インターチェンジ

小矢部砺波ジャンクション

県道小矢部福光線

別　　紙　　１

備　　　考接続の方法

富山インターチェンジ

県道新湊平岡線 富山県富山市 立体接続 富山西インターチェンジ

一般国道４１号 富山県富山市 立体接続

東海北陸自動車道
一般国道４７０号（能越自動車道）

富山県小矢部市 立体接続

他の道路の路線名 接続の位置

一般国道４７２号 富山県射水郡小杉町

立体接続 小矢部インターチェンジ

一般国道８号 石川県金沢市 立体接続 金沢森本インターチェンジ

富山県小矢部市

一般国道８号 石川県金沢市 立体接続 金沢東インターチェンジ

一般国道８号 石川県金沢市 立体接続 金沢西インターチェンジ

県道金沢美川小松線
県道鶴来美川インター線

石川県白山市 立体接続 美川インターチェンジ

県道金沢美川小松線 石川県小松市 立体接続 小松インターチェンジ

県道小松加賀線 石川県加賀市 立体接続 片山津インターチェンジ

県道加賀インター線 石川県加賀市 立体接続 加賀インターチェンジ

県道金津インター線 福井県あわら市 立体接続 金津インターチェンジ

県道丸岡インター線 福井県坂井郡丸岡町 立体接続 丸岡インターチェンジ



（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４１ 年 ７ 月 ２５ 日

②工事の完成年月日 平成 １６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北陸自動車道　　８６百万円の内数）

別　　紙　　１

― ―

１，８０５億円

一般国道１５８号（中部縦貫自動車
道（永平寺大野道路））
一般国道４１６号

福井県福井市 立体接続 福井北インターチェンジ

一般国道１５８号 福井県福井市 立体接続 福井インターチェンジ

県道鯖江インター線 福井県鯖江市 立体接続 鯖江インターチェンジ

県道武生インター線 福井県武生市 立体接続 武生インターチェンジ



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

北陸自動車道　（福井県武生市庄町から滋賀県米原市三吉まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２３



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 福井県武生市庄町 から

滋賀県米原市三吉 まで

（ロ）延　　　　長 ８０．６ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

福井県武生市庄町 から
滋賀県伊香郡木之本町大字黒田 まで

滋賀県伊香郡木之本町大字黒田 から
滋賀県長浜市常喜町 まで

滋賀県長浜市常喜町 から
滋賀県米原市三吉 まで

第　1　種　第　３　級　（道路構造令）

第　1　種　第　1　級　（道路構造令）

第　1　種　第　２　級　（道路構造令）

北陸自動車道

別　　紙　　１



（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 　TL-２０ｔ及びTT-４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

　摘　要

福井県武生市庄町

滋賀県米原市三吉 まで

８０

工事施工

滋賀県伊香郡木之本町大字黒田 から
１２０

１００

設　計　区　間

まで
５７．０

福井県武生市庄町

から

設　計　区　間

摘　　要

用地買収

４車線 ４車線

５．２
滋賀県米原市三吉 まで

滋賀県長浜市常喜町 から

別　　紙　　１

１８．４
滋賀県長浜市常喜町 まで

滋賀県伊香郡木之本町大字黒田

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から



（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

上段　：　滋賀県伊香郡木之本町大字黒田から滋賀県米原市三吉まで
下段　：　福井県武生市庄町から滋賀県伊香郡木之本町大字黒田まで

（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル （側帯　０．７５メートル×２を含む）　及び
３．００メートル （側帯　０．５０メートル×２を含む）

側帯幅0．75ｍ含む
側帯幅0．50ｍ含む

側帯幅0．75ｍ含む
側帯幅0．50ｍ含む

側帯幅0．75ｍ含む
側帯幅0．50ｍ含む

摘 要

側帯幅0．75ｍ含む
側帯幅0．50ｍ含む

３．７５

１．７５×２

２．５０×２

２．７５

３．００×２

（長大橋） １．７５

２．５０

３．５０

橋梁高架部分

２．５０（中小橋）

橋梁高架部分

２．５０×２

５．００

計

６．００

１．２５

５．００

１．００

５．００

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

別　　紙　　１

右　側

０．７５

１．００

３．００

１．００

１．７５

３．００

２．５０

４．７５

構造による区分

土工部分
３．５０

計

１．７５

１．００

左　側

トンネル部分

３．００×２

２．５０×２

－

－ １．５０

３．５０

２．００

４．７５

１．００

０．７５

－

－

６．００



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４３ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成年月日 平成 １１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　北陸自動車道　　８６百万円の内数）

近畿自動車道　敦賀線 福井県敦賀市 立体接続 敦賀ジャンクション（仮称）

別　　紙　　１

―

２，１６２億円

一般国道８号
滋賀県伊香郡木之本
町

立体接続

一般国道２１号 滋賀県米原市 立体接続 米原インターチェンジ

―

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続 敦賀インターチェンジ

一般国道３６５号
福井県南条郡南越前
町

立体接続 今庄インターチェンジ

一般国道８号 福井県敦賀市

木之本インターチェンジ

県道中山東上坂線 滋賀県長浜市 立体接続 長浜インターチェンジ

中央自動車道　西宮線 滋賀県米原市 立体接続 米原ジャンクション



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２４

近畿自動車道名古屋関線（愛知県名古屋市緑区大高町字北平部から愛知県名古屋市名東区猪高町大字高針まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 愛知県名古屋市緑区大高町字北平部 から

愛知県名古屋市名東区猪高町大字高針 まで

（ロ）延　　　　長 ９．８ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 ２ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

愛知県名古屋市緑区大高町字北平部 から
６０ ９．８

愛知県名古屋市名東区猪高町大字高
針

まで

近畿自動車道名古屋関線

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

計

（ト）中央帯の標準幅員

２．２５メートル（側帯０．５メートル×２を含む　橋梁部）

２．２５メートル（側帯０．５メートル×２を含む　土工部）

２．５０メートル（側帯０．５メートル×２を含む　掘割部）

側帯幅
0.50ｍ含む（長大橋） １．２５×２ ２．５０

橋梁高架部分

側帯幅
0.50ｍ含む（中小橋） １．２５×２ ２．５０

橋梁高架部分

側帯幅
0.50ｍ含む１．２５×２ ２．５０

トンネル部分

側帯幅
0.50ｍ含む１．２５×２ ２．５０

土工（掘割）部分

摘 要
左　側 計 左　側 右　側

愛知県名古屋市名東区猪高町大字高
針

まで

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

愛知県名古屋市緑区大高町字北平部 から
４車線 ４車線

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，３８０億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １２ 年 １ 月 １２ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

― ―

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続
上社南インターチェンジ（仮
称）

市道高速１号四谷高針線 愛知県名古屋市 立体接続 高針ジャンクション

一般国道３０２号
一般国道１５３号

愛知県名古屋市 立体接続 植田インターチェンジ（仮称）

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 鳴海インターチェンジ（仮称）

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 有松インターチェンジ（仮称）

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２５

近畿自動車道名古屋関線（愛知県名古屋市名東区姫若町から愛知県名古屋市中川区島井町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 愛知県名古屋市名東区姫若町 から

愛知県名古屋市中川区島井町 まで

（ロ）延　　　　長 ２８．２ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 ２ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

愛知県名古屋市名東区姫若町 から
６０ ２８．２

愛知県名古屋市中川区島井町 まで

近畿自動車道名古屋関線

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

計

（ト）中央帯の標準幅員

２．２５メートル（側帯０．５メートル×２を含む　橋梁掘割部）

２．５０メートル（側帯０．５メートル×２を含む　掘割部（支柱有））

２．５０メートル（側帯０．５メートル×２を含む　矢田川トンネル部）

側帯幅
0.50ｍ含む（長大橋） １．２５×２ ２．５０

橋梁高架部分

側帯幅
0.50ｍ含む（中小橋） １．２５×２ ２．５０

橋梁高架部分

側帯幅
0.50ｍ含む１．２５×２ ２．５０

トンネル部分

側帯幅
0.50ｍ含む１．２５×２ ２．５０

土工（掘割）部分

摘 要
左　側 計 左　側 右　側

用地費は、アロ
ケーションによる
対象面積愛知県名古屋市中川区島井町 まで

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

愛知県名古屋市名東区姫若町 から
４車線 ４車線

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 清洲東インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 平田インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 山田西インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 山田東インターチェンジ

市道高速２号
県道高速名古屋小牧線

愛知県名古屋市 立体接続 楠ジャンクション

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 楠インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県春日井市 立体接続 勝川インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県春日井市 立体接続 勝川インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県春日井市 立体接続 松河戸インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 小幡インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 大森インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 引山インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 上社インターチェンジ

市道高速１号四谷高針線 愛知県名古屋市 立体接続 上社ジャンクション

県道名古屋長久手線 愛知県名古屋市 立体接続 本郷インターチェンジ

第一東海自動車道 愛知県名古屋市 立体接続 名古屋インターチェンジ

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）工事予算

４，３０５億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５８ 年 ８ 月 １６ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２２ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

市道高速１号
近畿自動車道　名古屋関線

愛知県名古屋市 立体接続 名古屋西ジャンクション

― ―

一般国道３０２号 愛知県名古屋市 立体接続 大治南インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県海部郡大治町 立体接続 大治北インターチェンジ

一般国道３０２号
愛知県海部郡甚目寺
町

立体接続 甚目寺南インターチェンジ

一般国道３０２号
愛知県海部郡甚目寺
町

立体接続 甚目寺北インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県清須市 立体接続 清洲西インターチェンジ

一般国道３０２号 愛知県清須市 立体接続 清洲東インターチェンジ

別　　紙　　１

県道高速名古屋朝日線
県道高速清洲一宮線

愛知県名古屋市、清須
市、西春日井郡春日町

立体接続 清洲ジャンクション



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２６

近畿自動車道名古屋関線（愛知県名古屋市中川区島井町から三重県亀山市木下町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 愛知県名古屋市中川区島井町 から

三重県亀山市木下町 まで

（ロ）延　　　　長 ５５．１ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

愛知県海部郡七宝町大字伊福 から
８０ ５３．８

三重県亀山市木下町 まで

愛知県名古屋市中川区島井町 から
６０ １．３

愛知県海部郡七宝町大字伊福 まで

近畿自動車道名古屋関線

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

１．２５×２ ２．５

（長大橋） ３．００×２ ６．０

０．７５ ２．００
名古屋～桑名間
　往復分離区間木曽川橋
　及び揖斐長良川橋
　一部区間は一般国道302号
　から七宝料金所
桑名～亀山間

側帯幅0.5
ｍ含む

橋梁高架部分 ２．５０×２ ５．０ １．２５

（中小橋） ２．７５×２ ５．５ ―
― ― 名古屋～桑名間

桑名～亀山間
側帯幅0.5
ｍ含む― ―

橋梁高架部分 ２．５０×２ ５．０ ―

― ―

― ―
トンネル部分

― ― ―

― ― ―

名古屋～桑名間
桑名～亀山間２．７５×２ ５．５ ― ― ―

右　側 計

土工部分
２．５０×２ ５．０ ― ― ―

三重県亀山市木下町 まで

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

摘 要
左　側 計 左　側

愛知県名古屋市中川区島井町 から
４車線 ４車線

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

一部



（ト）中央帯の標準幅員

２．２５メートル　（側帯０．５メートル×２を含む）

３．００メートル　（側帯０．５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

近畿自動車道　名古屋神戸線 三重県四日市市 立体接続 四日市ジャンクション

近畿自動車道
名古屋神戸線(連絡路)

三重県亀山市 立体接続 亀山東ジャンクション（仮称）

県道神戸長沢線 三重県鈴鹿市 立体接続 鈴鹿インターチェンジ

一般国道４７７号 三重県四日市市 立体接続 四日市インターチェンジ

県道上海老茂福線 三重県四日市市 立体接続 四日市東インターチェンジ

県道星川西別所線 三重県桑名市 立体接続 桑名インターチェンジ

一般国道２５８号 三重県桑名市 立体接続 桑名東インターチェンジ

県道水郷公園線 三重県桑名市 立体接続 長島インターチェンジ

一般国道１５５号 愛知県海部郡弥富町 立体接続 弥富インターチェンジ

県道一宮蟹江線 愛知県海部郡蟹江町 立体接続 蟹江インターチェンジ

一般国道３０２号
県道中一色名古屋線
市道高速１号

愛知県名古屋市
立体接続
平面接続

名古屋西インターチェンジ

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

一般国道１号
一般国道２５号

三重県亀山市 立体接続 亀山インターチェンジ



（４）工事予算

１，５１２億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４８ 年 ３ 月 １７ 日

②工事の完成年月日 平成 １７ 年 ５ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

別　　紙　　１

― ―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２７

近畿自動車道伊勢線　（三重県亀山市関町木崎から三重県久居市戸木町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 三重県亀山市関町木崎 から

三重県久居市戸木町 まで

（ロ）延　　　　長 ２１．１ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

三重県亀山市関町木崎 から

三重県久居市戸木町 まで

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要

延　　長

１００ ２１．１

別　　紙　　１

近畿自動車道　伊勢線

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設計速度

設　計　区　間



（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

三重県亀山市関町木崎 から

三重県久居市戸木町 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル （側帯　０．７５メートル×２を含む）

（長大橋） ３．００６．００

土工部分

（中小橋）

橋梁高架部分

６．００ ３．００

構造による区分

４車線

左　側 左　側計

往復分離しない区間 往復分離する区間

３．００×２
側帯幅
0.75ｍ含む

橋梁高架部分

設　計　区　間

別　　紙　　１

　摘　要

２．５０ １．２５

工事施工 用地買収

計

４車線

摘 要

側帯幅
0.75ｍ含む１．７５ ４．７５

右　側

３．７５
側帯幅
0.75ｍ含む

３．００×２

４．７５１．７５

５．００２．５０×２



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道２５号 三重県亀山市 立体接続 関ジャンクション

近畿自動車道　名古屋関線 三重県安芸郡芸濃町 平面接続 伊勢関インターチェンジ

県道津関線 三重県安芸郡芸濃町 立体接続 芸濃インターチェンジ

県道津芸濃大山田線 三重県津市 立体接続 津インターチェンジ

一般国道１６５号 三重県久居市 立体接続 久居インターチェンジ

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４６ 年 ６ 月 １０ 日

②工事の完成年月日 昭和 ５６ 年 ９ 月 １７ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

― ―

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

２９７億円

別　　紙　　１

備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２８

近畿自動車道伊勢線　（三重県久居市戸木町から三重県多気郡勢和村大字丹生まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 三重県久居市戸木町 から

三重県多気郡勢和村大字丹生 まで

（ロ）延　　　　長 ２６．１ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分
三重県久居市戸木町　から

第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)
三重県松阪市岩内町　まで

三重県松阪市岩内町　から
第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

三重県多気郡勢和村大字丹生　まで

（ロ）設計速度

三重県久居市戸木町 から

三重県松阪市岩内町 まで

三重県松阪市岩内町 から

三重県多気郡勢和村大字丹生 まで

設計速度

近畿自動車道　伊勢線

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

８０

１２．０

１４．１

別　　紙　　１

１００

設　計　区　間



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン及びＢ活荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

三重県久居市戸木町 から

三重県松阪市岩内町 まで

三重県松阪市岩内町 から

三重県多気郡勢和村大字丹生 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

上段　：　三重県久居市戸木町から三重県松阪市岩内町まで
下段　：　三重県松阪市岩内町から三重県多気郡勢和村大字丹生まで

－

－

３．５０

２．５０×２

別　　紙　　１

（長大橋） １．２５

１．７５

５．００

設　計　区　間

５．００

１．７５

工事施工 用地買収

計

４車線

４車線

構造による区分

　摘　要

３．７５

４車線

４車線

１．２５×２

１．２５ 側帯幅
0.50ｍ含む

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計

側帯幅
0.50ｍ含む

側帯幅
0.50ｍ含む

－

２．５０

－

１．２５

１．７５ １．００

１．５０

２．７５

２．７５

摘 要

側帯幅
0.50ｍ含む

０．７５ ０．７５

１．２５

１．００

左　側 右　側

２．５０
土工部分

（中小橋）

橋梁高架部分

トンネル部分

橋梁高架部分

１．７５×２

－

－

１．００

１．７５×２

１．７５×２ ３．５０

２．５０

２．５０×２

３．５０

２．２５

－

３．７５

３．００



（ト）中央帯の標準幅員

三重県久居市戸木町　から
４．５０メートル （側帯　０．７５メートル×２を含む）

三重県松阪市岩内町　まで

三重県松阪市岩内町　から
３．００メートル （側帯　０．５０メートル×２を含む）

三重県多気郡勢和村大字丹生　まで

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

主要地方道一志嬉野線 三重県松阪市 立体接続 一志嬉野インターチェンジ

主要地方道松阪第二環状線 三重県松阪市 立体接続 松阪インターチェンジ

一般国道４２号 三重県多気郡勢和村 立体接続 勢和多気インターチェンジ

近畿自動車道　尾鷲勢和線 三重県多気郡勢和村 立体接続 勢和多気ジャンクション（仮称）

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４８ 年 １１ 月 １５ 日

②工事の完成年月日 平成 １０ 年 １２ 月 １１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

別　　紙　　１

８１２億円

― ―

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２９

近畿自動車道伊勢線　（三重県多気郡勢和村大字丹生から三重県伊勢市楠部町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 三重県多気郡勢和村大字丹生 から

三重県伊勢市楠部町 まで

（ロ）延　　　　長 ２１．６ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分
三重県多気郡勢和村大字丹生から

第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)
三重県伊勢市勢田町まで

三重県伊勢市勢田町から
第 １ 種 第 ４ 級 (道路構造令)

三重県伊勢市楠部町まで

（ロ）設計速度

三重県多気郡勢和村大字丹生 から

三重県伊勢市勢田町 まで

三重県伊勢市勢田町 から

三重県伊勢市楠部町 まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設　計　区　間

別　　紙　　１

近畿自動車道　伊勢線

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度

８０

６０

１９．８

１．８



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

三重県多気郡勢和村大字丹生 から

三重県伊勢市勢田町 まで

三重県伊勢市勢田町 から

三重県伊勢市楠部町 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

－

－

－

１．７５×２

－

１．７５×２

１．２５×２

３．５０

構造による区分

土工部分

（中小橋）

橋梁高架部分

橋梁高架部分

摘 要

側帯幅
0.50ｍ含む－

左　側 右　側

－

側帯幅
0.50ｍ含む－ －

計

４車線

２車線

　摘　要工事施工 用地買収

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

設　計　区　間

２．５０
側帯幅
0.50ｍ含む（長大橋） －

３．５０

計

別　　紙　　１

４車線

２車線



（ト）中央帯の標準幅員

三重県多気郡勢和村大字丹生から
３．００メートル （側帯　０．５メートル×２を含む）

三重県伊勢市勢田町まで

三重県伊勢市勢田町から
２．００メートル （側帯　０．５メートル×２を含む）

三重県伊勢市楠部町まで

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道度会玉城線 三重県度会郡玉城町 立体接続 玉城インターチェンジ

県道伊勢磯部線 三重県伊勢市 立体接続 伊勢西インターチェンジ

県道鳥羽松阪線 三重県伊勢市 平面接続 伊勢インターチェンジ

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ６０ 年 ３ 月 ５ 日

②工事の完成年月日 平成 １５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

別　　紙　　１

― ―

７８０億円

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３０

近畿自動車道名古屋神戸線　（愛知県海部郡飛島村木場から三重県四日市市伊坂町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 愛知県海部郡飛島村木場 から

三重県四日市市伊坂町 まで

（ロ）延　　　　長 １９．６ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

愛知県海部郡飛島村木場 から
１００ １９．６

三重県四日市市伊坂町 まで

近畿自動車道　名古屋神戸線

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル　及び　３．７５メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（長大橋） ２．５０×２ ５．００ －
側帯幅
0.75ｍ含む－ －

側帯幅
0.75ｍ含む２．５０×２ ５．００ － － －

土工部分

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

三重県四日市市伊坂町 まで

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

愛知県海部郡飛島村木場 から
６車線 ６車線

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要



（ト）中央帯の標準幅員

３．５０メートル （側帯　０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道３０２号（伊勢湾岸道路） 愛知県海部郡飛島村 平面接続 本線

愛知県海部郡飛島村 立体接続 飛島インターチェンジ

県道名古屋西港線 愛知県海部郡弥富町 立体接続 湾岸弥富インターチェンジ

県道境政成新田蟹江線 愛知県海部郡弥富町 立体接続 弥富木曽岬インターチェンジ

県道水郷公園線 三重県桑名市 立体接続 湾岸長島インターチェンジ

県道湾岸桑名インター線 三重県桑名市 立体接続 湾岸桑名インターチェンジ

一般国道２３号 三重県三重郡川越町 立体接続 みえ川越インターチェンジ

県道四日市朝日線 三重県三重郡朝日町 立体接続 みえ朝日インターチェンジ

近畿自動車道　名古屋関線 三重県四日市市 立体接続 四日市ジャンクション

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成年月日 平成 １５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

一般国道３０２号
県道名古屋西港線

４，１６７億円

― ―

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３１

近畿自動車道名古屋神戸線　（三重県四日市市伊坂町から三重県三重郡菰野町大字音羽まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 三重県四日市市伊坂町 から

三重県三重郡菰野町大字音羽 まで

（ロ）延　　　　長 １２．６ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 1 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

別　　紙　　１

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

近畿自動車道　名古屋神戸線

設　計　区　間

まで
１２．６120

三重県四日市市伊坂町

三重県三重郡菰野町大字音羽

から



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル　及び　３．７５メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

６．００

－

－
土工部分

３．００×２ －

－

－

橋梁高架部分

３．００×２

（長大橋）

工事施工 用地買収

計

４車線 ６車線

左　側 右　側計
摘 要

－

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

設　計　区　間

６．００

別　　紙　　１

　摘　要

構造による区分

三重県四日市市伊坂町 から

三重県三重郡菰野町大字音羽 まで

（中小橋）

橋梁高架部分

３．００×２

６．００ － －

－



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル （側帯　０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １１ 年 １ 月 ８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

近畿自動車道　名古屋関線 三重県四日市市 立体接続 四日市ジャンクション

接続の位置 接続の方法他の道路の路線名

― ―

１，６８８億円

別　　紙　　１

一般国道４７７号

一般国道４７５号（東海環状自動車
道）

備　　　考

立体接続

三重県三重郡菰野町 立体接続 菰野インターチェンジ（仮称）

三重県四日市市
四日市北ジャンクション（仮
称）



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３２

近畿自動車道名古屋神戸線　（三重県亀山市安坂山町から滋賀県甲賀市甲賀町岩室まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 三重県亀山市安坂山町 から

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 まで

（ロ）延　　　　長 １８.４ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 1 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

三重県亀山市安坂山町 から
１２０ １８.４

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 まで

近畿自動車道　名古屋神戸線

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル　及び　３．７５メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

５．２５ 側帯幅
0.75ｍ含む（長大橋） － － ３．１２５ １．２５ ４．３７５

橋梁高架部分 ３．２５ ２．００

１．２５ ３．７５
側帯幅
0.75ｍ含む－ －

トンネル部分 ２．５０

２．００ ５．２５ 側帯幅
0.75ｍ含む３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

土工部分
３．２５

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 まで

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

三重県亀山市安坂山町 から
４車線 ６車線

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要



（ト）中央帯の標準幅員

７．５０メートル （側帯　０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３４ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

近畿自動車道　名古屋関線 三重県亀山市 立体接続 亀山東ジャンクション（仮称）

備　　　考

近畿自動車道（連絡路） 三重県亀山市 立体接続 亀山ジャンクション（仮称）

― ―

別　　紙　　１

１，９７３億円

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３３

近畿自動車道尾鷲勢和線　（三重県尾鷲市大字南浦から三重県度会郡大紀町崎まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 三重県尾鷲市大字南浦 から

三重県度会郡大紀町崎 まで

（ロ）延　　　　長 ３１．３ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

三重県尾鷲市大字南浦 から
８０ ３１．３

三重県度会郡大紀町崎 まで

近畿自動車道　尾鷲勢和線

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（長大橋） １．２５×２ ２．５０ －

側帯幅
0.50ｍ含む－ －

側帯幅
0.50ｍ含む－ －

（中小橋） １．７５×２ ３．５０ －

橋梁高架部分

側帯幅
0.50ｍ含む０．７５×２ １．５０ － － －

トンネル部分

側帯幅
0.50ｍ含む１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

土工部分

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

三重県度会郡大紀町崎 まで

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

三重県尾鷲市大字南浦 から
２車線 ４車線

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要



（ト）中央帯の標準幅員 －

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １１ 年 １ 月 ８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２２ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

１，８００億円

― ―

一般国道４２２号
三重県北牟婁郡紀伊
長島町

立体接続
紀伊長島インターチェンジ
（仮称）

一般国道４２号
三重県北牟婁郡海山
町

立体接続 海山インターチェンジ（仮称）

一般国道４２５号 三重県尾鷲市 立体接続
尾鷲北インターチェンジ（仮
称）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３４

近畿自動車道尾鷲勢和線　（三重県度会郡大紀町崎から三重県多気郡大台町大字菅合まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 三重県度会郡大紀町崎 から

三重県多気郡大台町大字菅合 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

近畿自動車道　尾鷲勢和線

三重県度会郡大紀町崎

三重県多気郡大台町菅合

から
８０

設　計　区　間

まで
１０．５

別　　紙　　１

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１０．５



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

右　側

２．５０

３．５０

三重県多気郡大台町菅合

工事施工

１．２５×２

３．５０

－２．５０
側帯幅
0.50ｍ含む（長大橋） －

　摘　要

別　　紙　　１

往復分離しない区間 往復分離する区間

から

設　計　区　間 用地買収

計

側帯幅
0.50ｍ含む

側帯幅
0.50ｍ含む－ －

摘 要
左　側

まで

三重県度会郡大紀町崎

左　側

２車線 ４車線

計

側帯幅
0.50ｍ含む

－ －

－－ －

－

（中小橋）

橋梁高架部分

１．７５×２ －

－

構造による区分

土工部分
１．７５×２

１．２５×２
トンネル部分

橋梁高架部分



（ト）中央帯の標準幅員 －

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

大宮大台インターチェンジ
（仮称）

三重県度会郡大紀町

― ―

５６５億円

三重県多気郡大台町 立体接続

立体接続

別　　紙　　１

紀勢インターチェンジ（仮称）

一般国道４２号

接続の方法 備　　　考他の道路の路線名

県道紀勢インター線

接続の位置



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３５

近畿自動車道尾鷲勢和線　（三重県多気郡大台町大字菅合から三重県多気郡勢和村大字丹生まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 三重県多気郡大台町大字菅合 から

三重県多気郡勢和村大字丹生 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

別　　紙　　１

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

近畿自動車道　尾鷲勢和線

１３．４

設　計　区　間

まで
１３．４

から
８０

三重県多気郡大台町大字菅合

三重県多気郡勢和村大字丹生



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

構造による区分

土工部分
１．７５×２

左　側

１．２５×２
トンネル部分

２．５０

橋梁高架部分

－

側帯幅
0.50ｍ含む－－ －

まで

左　側

２車線 ４車線

計

側帯幅
0.50ｍ含む－ － －

往復分離しない区間 往復分離する区間

から

　摘　要設　計　区　間

２．５０
側帯幅
0.50ｍ含む（長大橋） －１．２５×２ －

３．５０

三重県多気郡勢和村大字丹生

工事施工

別　　紙　　１

用地買収

摘 要
右　側 計

三重県多気郡大台町大字菅合



（ト）中央帯の標準幅員 －

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 １８ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

近畿自動車道　伊勢線 三重県多気郡勢和村 立体接続
勢和多気ジャンクション
（仮称）

接続の位置

大宮大台インターチェンジ
（仮称）

接続の方法 備　　　考他の道路の路線名

別　　紙　　１

一般国道４２号 三重県多気郡大台町

１４０ １２９

４８９億円

立体接続

一般国道４２号 三重県多気郡勢和村 立体接続 勢和多気インターチェンジ



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３６

近畿自動車道敦賀線　（福井県小浜市府中から福井県敦賀市高野まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 福井県小浜市府中 から

福井県敦賀市高野 まで

（ロ）延　　　　長 ３８．９ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

福井県小浜市府中 から
80 ３８.９

福井県敦賀市高野 まで

近畿自動車道　敦賀線

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員 －

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ －

側帯幅
0.50ｍ含む－ －

側帯幅
0.50ｍ含む－ －

（中小橋） １．７５×２ ３．５０ －

橋梁高架部分

側帯幅
0.50ｍ含む１．２５×２ ２．５０ － － －

トンネル部分

側帯幅
0.50ｍ含む２．５０×２ ５．００ － － －

土工部分

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

暫定施工
福井県敦賀市高野 まで

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

福井県小浜市府中 から
２車線 ４車線

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道上中田鳥線 福井県三方上中郡若狭町 立体接続 上中インターチェンジ（仮称）

一般国道２７号 福井県三方上中郡若狭町 立体接続 三方インターチェンジ（仮称）

一般国道２７号 福井県三方郡美浜町 立体接続 美浜インターチェンジ（仮称）

北陸自動車道 福井県敦賀市 立体接続 敦賀ジャンクション（仮称）

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １１ 年 １ 月 ８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　　６７，９５５百万円の内数）

２，３５６億円

― ―

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１-３７

中央自動車道富士吉田線（山梨県上野原市上野原から山梨県大月市大月町花咲まで）（改築）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

山梨県上野原市上野原

２０．７

山梨県大月市大月町花咲

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

２０．７８０
山梨県大月市

花咲

山梨県上野原市
上野原

中央自動車道　　富士吉田線

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

摘　　要

別　　紙　　１

設計速度



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

３．５０
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（ホ）車線数

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

片側を１車線ずつ増設し、４車
線を６車線にする。

トンネル区間は、分離構造と
し、３車線トンネルを１本増設

する。

車線

山梨県大月市
賑岡町強瀬

山梨県大月市
大月町花咲

山梨県上野原市
大野

上下線新設区間

３

山梨県上野原市
大椚

山梨県上野原市
野田尻

山梨県上野原市
大野

山梨県大月市
富浜町鳥沢

３

山梨県大月市
賑岡町強瀬

山梨県大月市
大月町花咲

山梨県大月市
大月町花咲

山梨県大月市
富浜町鳥沢

設　計　区　間 工事施工 用地買収
山梨県上野原市

上野原
２ 車線 ２ 車線

車線

山梨県上野原市
大椚

６ 車線
山梨県上野原市

野田尻

６ 車線

　摘　要
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（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

上段：新設
中段：在来の上り線
下段：在来の下り線

側帯幅0.75ｍ含む

摘 要

0.75
0.50

側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

0.75

３．９５

（長大橋） ２．５０×２ ５．００ ２．７０ １．２５ ３．９５
１．２５ ３．７５

橋梁高架部分 ２．５０ １．２５ ３．７５

２．５０

１．２５ ３．７５
（中小橋） ２．５０×２

２．５０

－ ー １．００

橋梁高架部分 ２．５０

２．００
１．００ ２．００

５．００ ２．７０
１．２５ ３．７５
１．２５ ３．９５

１．００

２．５０×２ ５．００ ２．７０ １．２５
２．５０ １．２５

土工（掘割）部
分

左　側 計
３．７５

３．７５

１．００

計 左　側 右　側
２．５０ １．２５

１．００
２．００

トンネル部分
１．００

構造による区分 両側拡幅区間 分離区間
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（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （一部 メートル）
（側帯0.75 メートル×２を含む　土工部）

４．０５ メートル （側帯0.75 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

上野原インターチェンジ

大月インターチェンジ

（４）工事予算

１，２８４ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　　８，１３９百万円の内数）

平成 １５ ３ ３１

平成 ５ １ ２０

備　　　考

一般国道２０号 山梨県大月市 立体接続

県道四日市場上野原線 山梨県上野原市 立体接続

他の道路の

路線名

接続の位置 接続の方法

４．３０

―

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３８

第一東海自動車道（神奈川県厚木市岡田から神奈川県足柄上郡大井町大字山田まで）(改築)に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 神奈川県厚木市岡田 から

神奈川県足柄上郡大井町大字山田 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

神奈川県厚木市岡田 から
神奈川県秦野市南矢名 まで

神奈川県秦野市南矢名 から
神奈川県足柄上郡大井町大字山田 まで

別　　紙　　１

第一東海自動車道

２２.９

第　1　種　第　１　級　（道路構造令）

第　1　種　第　３　級　（道路構造令）



（ロ）設計速度

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０　及び　ＴＴ－４３

（二）車線の幅員
(単位：メートル）

（ホ）車線数

まで神奈川県秦野市南矢名

　

別　　紙　　１

神奈川県秦野市南矢名

神奈川県足柄上郡大井町大字山田

設計速度 延　　長
設　計　区　間

神奈川県厚木市岡田 から

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１２０ １２．０

８０ １０．９

摘要

３．５０

から

まで

設　計　区　間 工事施工

左側車線 中央車線 右側車線

３．５０ ３．７５

　摘　要

神奈川県厚木市岡田 から
２車線 ２車線

神奈川県足柄上郡大井町大字山田 まで

用地買収

４車線を

６車線に改築



（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

計

（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル（側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

厚木インターチェンジ神奈川県厚木市

他の道路の路線名 接続の方法 備　　　考接続の位置

橋梁高架部分

一般国道１２９号
一般国道２７１号（小田原厚木道路）

立体接続

（長大橋） ３．２５×２ ６．５０ －
側帯幅員0.75ｍ含む

－ －

－
側帯幅員0.75ｍ含む

－

側帯幅員0.75ｍ含む
３．００×２ ６．００ － － －

（中小橋）

土工部分

橋梁高架部分
３．００×２ ６．００ －

摘 要
左　側 計

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

右　側

県道秦野二宮線 立体接続 秦野中井インターチェンジ神奈川県秦野市

別　　紙　　１

２，１５１億円

左　側



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ６２ 年 ３ 月 ２４ 日

②工事の完成年月日 平成 ７ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

―

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３９

第一東海自動車道（神奈川県足柄上郡大井町大字山田から静岡県御殿場市大字東田中まで）（改築）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 神奈川県足柄上郡大井町大字山田 から

静岡県御殿場市大字東田中 まで

（ロ）延　　　　長 ２５．３ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

神奈川県足柄上郡大井町大字山田 から
静岡県御殿場市大字東田中 まで

（ロ）設計速度

別　　紙　　１

第一東海自動車道

８０ ２５．３

第　1　種　第　２　級　（道路構造令）

摘　　要
設計速度 延　　長

設　計　区　間

神奈川県足柄上郡大井町大字山田 から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

静岡県御殿場市大字東田中



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０　及び　ＴＴ－４３

（二）車線の幅員
(単位：メートル）

（ホ）車線数

中央車線

別　　紙　　１

摘要右側車線左側車線

３．５０ ３．７５ ３．５０

３車線

（７）

設　計　区　間

区　　間

両側拡幅区間及び別線新設区間

別線現道区間（現下り線）

工事施工

別線現道区間（現上り線） ３．６０

神奈川県足柄上郡大井町大字山田 から

静岡県駿東郡小山町大字竹之下 まで

静岡県御殿場市大字東田中 まで

静岡県駿東郡小山町大字竹之下 から

（６） ４車線を６車線とする。
２車線

片側を１車線ずつ増設し２車線

３．６０

用地買収 　摘　要

３．６０

３車線
上り線３車線を新設し

４車線を７車線とする。

－ ３．６０

－



（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

※上段： 両側拡幅区間及び別線新設区間

中段： 別線現道区間（現上り線）

下段： 別線現道区間（現下り線）

（ト）中央帯の標準幅員 ４.５０メートル（側帯０.７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

４．７５
４．７５（長大橋）

橋梁高架部分
－

６．００
－

１．２５
１．２５
１．２５３．００

３．００
３．００

０．７５

１．００

６．００
－
－

１．００
１．７５
０．７５

－

３．００
３．００

３.００×２
１．００
３．００

側帯幅員

－
－

－ － １．００

６．００ ３．００

側帯幅員 0.75ｍを含む。

０．７５
０．７５

土工部分
１．７５

橋梁高架部分

３.００×２

－
－

３．００
－ ３．００

１．００
１．００－

－

摘 要
右　側

－
３.００×２ 側帯幅員 0.75ｍを含む。

（中小橋）

構造による区分
往復分離する区間往復分離しない区間

左　側 計 左　側

－

計

３．７５
４．７５

３．７５
２．００
２．００
２．００

３．７５
４．７５

0.75ｍを含む。
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４．７５
３．７５

トンネル部分

側帯幅員 0.75ｍを含む。

立体接続 大井松田インターチェンジ

－ －

一般国道２５５号
県道御殿場大井線

神奈川県足柄上郡大井町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

静岡県御殿場市 立体接続 御殿場インターチェンジ一般国道１３８号



（４）工事予算

１，７６３億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５８ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成年月日 平成 ８ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

―
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１-４０

第一東海自動車道（横浜青葉ＩＣ新設）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

から

まで

（３）工事方法

　　　他の道路との接続位置及び接続の方法

神奈川県 一般国道２４６号 立体接続

横浜市

横浜青葉インターチェンジ

路線名

接続の位置

神奈川県川崎市

神奈川県横浜市

備　　　考

第一東海自動車道
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施設の名称 他の道路の



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

３１

５８５

別　　紙　　１

―

平成

平成 １０ ３

２７２ １２



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１-４１

第一東海自動車道（神奈川県海老名市社家から神奈川県厚木市岡田まで）(改築)に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 神奈川県海老名市社家 から

神奈川県厚木市岡田 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級
(道路構造令)

第 １ 種 第 ３ 級
（ロ）設計速度

８０ ３．２

０．８１００

摘　　要
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
設　計　区　間

まで

神奈川県海老名市中新田

神奈川県海老名市中新田

から

神奈川県海老名市中野

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

まで

別　　紙　　１

第一東海自動車道

６．３

神奈川県海老名市中新田

から



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

３．７５メートル（追越車線）

（ホ）車線数

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

上段：海老名市中野から海老名市中新田まで
下段：海老名市中新田から海老名市中新田まで

―
―

側帯幅0.50ｍ含む
側帯幅0.75ｍ含む

―

―５．００
―― ―

摘 要

―

―
橋梁高架部分 ― ― ― ―

３．５０
―

―

―

左　側 右　側

―

―

―

―

―

（中小橋）
橋梁高架部分
（長大橋）

―
１．７５×２
２．５０×２

― ―

―

―

――

土工部分

計

― ― ― ―

― ―

―

―

　摘　要

４車線 ４車線

工事施工 用地買収

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

設　計　区　間

別　　紙　　１

構造による区分

まで

神奈川県海老名市中野 から

神奈川県海老名市中新田

トンネル部分

計



（ト）中央帯の標準幅員

３．００メートル（側帯０．５０ｍ×２を含む）

４．５０メートル（側帯０．７５ｍ×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

接続の位置 接続の方法 備　　　考

第一東海自動車道 立体接続 海老名北ジャンクション（仮称）

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道） 平面接続 本線

市道５３号 立体接続 海老名北インターチェンジ（仮称）

（４）工事予算

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １１ 年 １ 月 ８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２３ 年 ３ 月 ３１ 日

１，５４５億円

他の道路の
路線名

神奈川県
海老名市

海老名市
神奈川県
海老名市
神奈川県

別　　紙　　１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

別　　紙　　１

―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１-４２

第一東海自動車道（秦野中井ＩＣ新設）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

（３）工事方法

　　　他の道路との接続位置及び接続の方法

秦野中井インターチェンジ 神奈川県 県道秦野二宮線

秦野市

神奈川県秦野市

備　　　考他の道路の

路線名

接続の位置施設の名称

第一東海自動車道

別　　紙　　１



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

別　　紙　　１

２９

昭和 ２８５２ ９

３１

―

昭和 ５６ ３



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１-４３

第一東海自動車道（裾野ＩＣ新設）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

（３）工事方法

　　　他の道路との接続位置及び接続の方法

静岡県裾野市

第一東海自動車道

別　　紙　　１

静岡県裾野市

備　　　考施設の名称

裾野インターチェンジ

他の道路の

路線名

接続の位置

県道裾野インター線



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

３ ３１

―

昭和 ６３

別　　紙　　１

４９

昭和 ２４５９ ７



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１-４４

第一東海自動車道（相良牧之原ＩＣ新設）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

から

まで

（３）工事方法

　　　他の道路との接続位置及び接続の方法

静岡県榛原郡

相良町

静岡県榛原郡吉田町

静岡県菊川市

備　　　考施設の名称

相良牧之原インターチェンジ

他の道路の

路線名

接続の位置

県道相良金谷線

第一東海自動車道

別　　紙　　１



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

別　　紙　　１

１２

平成 ３１元 １

３１

―

平成 ５ ３



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１-４５

第一東海自動車道（掛川ＩＣ新設）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

から

まで

（３）工事方法

　　　他の道路との接続位置及び接続の方法

掛川インターチェンジ 静岡県掛川市

静岡県菊川市

静岡県袋井市

備　　　考施設の名称 他の道路の

路線名

接続の位置

市道市立病院通り線

第一東海自動車道

別　　紙　　１



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

別　　紙　　１

１１

平成 １１２ １

３１

―

平成 ６ ３



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１-４６

第一東海自動車道（浜松西ＩＣ新設）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

（３）工事方法

　　　他の道路との接続位置及び接続の方法

静岡県浜松市

静岡県浜松市

備　　　考施設の名称

浜松西インターチェンジ

他の道路の

路線名

接続の位置

県道浜松環状線

第一東海自動車道

別　　紙　　１



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

別　　紙　　１

１３

昭和 １４４６ １２

３１昭和 ４９ ３

―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４７

第一東海自動車道　（東名高速道路 音羽蒲郡IC新設）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

第一東海自動車道

（２）　工事の区間

愛知県宝飯郡音羽町

（３）工事方法

　　　他の道路との接続位置及び接続の方法

施設の名称

別　　紙　　１

音羽蒲郡インターチェンジ 県道長沢蒲郡線愛知県宝飯郡音羽町

他の道路の

路線名
接続の位置 備　　　考



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５３ 年 １０ 月 ４ 日

②工事の完成年月日 昭和 ６２ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

― ―

２９

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４８

第一東海自動車道　（東名高速道路 東名三好IC新設）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

愛知県豊田市 から

愛知県名古屋市 まで

（３）工事方法

　　　他の道路との接続位置及び接続の方法

備　　　考

別　　紙　　１

東名三好インターチェンジ 主要地方道　豊田知立線愛知県西加茂郡三好町

他の道路の

路線名
施設の名称

第一東海自動車道

接続の位置



（４）工事予算

１５ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ２ 年 １ 月 １１ 日

②工事の完成年月日 平成 ４ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　第一東海自動車道　　２６，０１６百万円の内数）

別　　紙　　１

― ―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４９

中央自動車道西宮線　（名神高速道路 岐阜羽島IC新設）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中央自動車道西宮線

（２）　工事の区間

岐阜県羽島市

（３）工事方法

　　　他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

他の道路の

路線名
施設の名称 接続の位置 備　　　考

岐阜羽島インターチェンジ 県道岐阜羽島インター線岐阜県羽島市



（４）工事予算

３５ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４７ 年 ４ 月 ２５ 日

②工事の完成年月日 昭和 ５８ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　　８，１３９百万円の内数）

― ―

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５０

一般国道１号（新湘南バイパス）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　新湘南バイパス）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ハ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

神奈川県藤沢市城南

神奈川県中郡
大磯町東町

神奈川県藤沢市城南

一般国道１号

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

１３．７

１３．７

神奈川県中郡大磯町東町

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

摘　　要設　計　区　間



（ニ）設計自動車荷重

（ホ）車線の幅員 メートル

（ヘ）車線数

　摘　要

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

構造による区分

ー

トンネル部分
ー

ー

橋梁高架部分

橋梁高架部分

別　　紙　　１

左　側
摘 要

ー

ー

ー

土工（掘割）部分

ー

ー

ーー

ー２．５０

ー

左　側

神奈川県藤沢市城南

工事施工

４ 車線４ 車線
神奈川県中郡
大磯町東町

右　側計

往復分離する区間

計

往復分離しない区間

（中小橋）

１．２５×２（長大橋） ー

ー

ー

用地買収

ＴＬ－２０トン

３．５０

設　計　区　間

ー

ー

ー



（チ）中央帯の標準幅員

メートル

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１号 藤沢インターチェンジ

（新湘南バイパス）

県道丸子中山茅ヶ崎線 茅ヶ崎中央インターチェンジ

（都市計画道路3-4-2）

一般国道１号 茅ヶ崎西インターチェンジ

茅ヶ崎海岸インターチェンジ

一般国道１３４号

一般国道１３４号

一般国道１号
（西湘バイパス）

（４）工事予算

億円

茅ヶ崎市下町屋

茅ヶ崎市柳島

平塚市高浜台

備　　　考

立体接続神奈川県

平面接続

立体接続

神奈川県中郡
大磯町東町

平塚インターチェンジ（仮称）

大磯インターチェンジ（仮称）

立体接続神奈川県

立体接続

県道相模原茅ヶ崎線

他の道路の

路線名
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立体接続

５６８

平面接続 大磯インターチェンジ（仮称）神奈川県中郡
大磯町東町

神奈川県

神奈川県

神奈川県

藤沢市城南

茅ヶ崎市西久保

３．００

接続の方法接続の位置



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

　イ　神奈川県藤沢市城南から神奈川県茅ヶ崎市下町屋まで
昭和５６年　９月１１日

　ロ　神奈川県茅ヶ崎市下町屋から神奈川県茅ヶ崎市柳島まで
平成　３年　５月２７日

　ハ　神奈川県茅ヶ崎市柳島から神奈川県中郡大磯町東町まで
平成１８年１０月　１日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、
　　各区間の全ての範囲について、会社が公共事業者から事業
　　引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成（予定）年月日

　イ　神奈川県藤沢市城南から神奈川県茅ヶ崎市下町屋まで
昭和６３年　３月２９日

　ロ　神奈川県茅ヶ崎市下町屋から神奈川県茅ヶ崎市柳島まで
平成　７年１２月２４日

　ハ　神奈川県茅ヶ崎市柳島から神奈川県中郡大磯町東町まで
平成２０年　３月３１日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道1号（新湘南バイパス）　　－　百万円）
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－ －



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５１

一般国道２７１号（小田原厚木道路）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　小田原厚木道路）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業

（ロ）道路の区分 第 ３ 種 第 １ 級 (道路構造令)
（既設トンネル除く）

（ハ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

神奈川県小田原市早川

３１.７

神奈川県厚木市酒井

設　計　区　間
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

６０
神奈川県中郡大磯町生沢

神奈川県小田原市早川

一般国道２７１号

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１７．５

摘　　要



から

まで

から

まで

（二）設計自動車荷重 ＴＬ２０トン及びＴＴ４３トン（１期区間＝ＴＬ２０トン）

（ホ）車線の幅員 メートル

（ヘ）車線数

　摘　要

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

神奈川県小田原市早川から神奈川県中郡大磯町生沢まで

（　）内は既設トンネル
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用地買収

３．５０

（０．６０）

１．５０

― ―
０．７５×２

―

― ― ―
１．５０

（中小橋）

０．７５×２
橋梁高架部分
（長大橋）

１．５０
橋梁高架部分

車線

往復分離しない区間

４ 車線 ４

構造による区分 往復分離する区間

神奈川県小田原市早川

摘 要
左　側左　側 右　側計

１．０

摘　　要
延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

設計速度

神奈川県厚木市酒井

神奈川県中郡
大磯町生沢

８０ １３．２
神奈川県厚木市愛甲

６０
神奈川県厚木市愛甲

設　計　区　間

神奈川県厚木市酒井

工事施工

（０．３０）
トンネル部分

０．７５×２

０．５００．５０

計

土工（掘割）部分

１．００
― ―

― ― ―

（０．３０）



(単位：メートル）
神奈川県中郡大磯町生沢から神奈川県厚木市愛甲まで

(単位：メートル）

神奈川県厚木市愛甲から神奈川県厚木市酒井まで

（チ）中央帯の標準幅員

メートル
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１．３０

土工（掘割）部分

構造による区分

トンネル部分 ―

往復分離する区間
摘 要

計

― ―

右　側

― ―

― ―

往復分離しない区間

―
０．７５×２ １．５０

― ―

左　側 計 左　側

― ―

橋梁高架部分
―

（中小橋） ０．７５×２

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

１．５０

（長大橋） ０．７５×２ １．５０

橋梁高架部分
―

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

土工（掘割）部分 ― ― ―
０．７５×２ １．５０

トンネル部分 ― ― ― ― ―

（中小橋） ０．７５×２ １．５０
橋梁高架部分

― ― ―

（長大橋） ０．７５×２ １．５０
橋梁高架部分

― ― ―



（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１号 小田原西インターチェンジ

一般国道１号 小田原西インターチェンジ

小田原西インターチェンジ

一般国道１号 小田原西インターチェンジ
（西湘バイパス）

荻窪インターチェンジ

一般国道２５５号 小田原東インターチェンジ

二宮町道８１号線 二宮インターチェンジ

二宮町道８０号線 二宮インターチェンジ

大磯インターチェンジ

神奈川県道 平塚インターチェンジ
平塚秦野線

伊勢原インターチェンジ
伊勢原藤沢線
神奈川県道愛甲 厚木西インターチェンジ

厚木西インターチェンジ

厚木インターチェンジ

（４）工事予算

億円

小田原市道００２４号線

小田原市道００２９号線

一般国道２７１号
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備　　　考他の道路の 接続の位置

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

第一東海自動車道

小田原市板橋
神奈川県

立体接続

厚木市愛甲

神奈川県道

厚木市酒井

神奈川県 立体接続

大磯町道幹２７号線

石田停車場酒井線

神奈川県中郡

伊勢原市上平間

神奈川県 立体接続

立体接続
大磯町生沢
神奈川県

立体接続
平塚市片岡

立体接続

厚木市酒井

神奈川県
小田原市風祭

神奈川県

二宮町中里

二宮町中里
神奈川県中郡

神奈川県中郡

小田原市荻窪

立体接続

神奈川県

小田原市風祭
神奈川県

小田原市成田

（小田原箱根道路）

神奈川県

立体接続

神奈川県

接続の方法
路線名

小田原市風祭

立体接続神奈川県

２３０



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

平成　４年　８月１８日

②工事の完成（予定）年月日

平成　８年　３月２６日 （平塚料金所、小田原料金所、荻窪ＩＣ）

平成１１年　６月１７日 （大磯駐車場）

平成１１年　８月２２日 （大磯ＩＣ）

平成２０年　３月３１日 （その他工事）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道271号（小田原厚木道路）　　５９　百万円）
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－ －



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）
（神奈川県海老名市中新田から東京都あきる野市牛沼まで）に関する

別紙１－５２

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道（海老名北～久喜白岡））

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで
（あきる野インターチェンジを含まない）

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分

①神奈川県海老名市中新田から東京都八王子市南浅川町まで 第 １ 種 第 ２ 級 （道路構造令）

②東京都八王子市南浅川町から東京都あきる野市牛沼まで 第 １ 種 第 ３ 級 （道路構造令）

（ハ）設計速度

から

まで

から

まで

摘　　要

東京都八王子市
南浅川町

東京都あきる野市
牛沼

神奈川県海老名市
中新田

東京都八王子市
南浅川町

１００ ２４．９

３６．１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

東京都あきる野市牛沼

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ １１．２
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一般国道４６８号

神奈川県海老名市中新田



（ニ）設計自動車荷重

（ホ）車線の幅員

から
まで
から
まで 追越車線
から
まで

（ヘ）車線数

から

まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

　①神奈川県海老名市中新田から神奈川県厚木市上依知まで

(単位：メートル）

橋梁高架部分
（長大橋）

２．５０ １．２５

２．５０ １．２５ ３．７５

３．７５

摘 要

　摘　要

往復分離する区間

計

―

摘　　要
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設　計　区　間
車線の幅員
（ﾒｰﾄﾙ）

―

５．００

工事施工

計

４

左　側

― ―

１．００ ２．００１．００

神奈川県海老名市中新田
神奈川県厚木市上依知

東京都八王子市南浅川町
東京都あきる野市牛沼

左　側

橋梁高架部分
（中小橋）

神奈川県海老名市
中新田

設　計　区　間

構造による区分

３．７５

３．５０

３．５０

３．５０

車線

往復分離しない区間

東京都あきる野市
牛沼

４ 車線

用地買収

神奈川県愛甲郡愛川町中津

２５トン　(Ｂ活荷重）

２．５０×２

右　側

東京都八王子市南浅川町

土工（掘割）部分

トンネル部分

２．５０×２

―

２．５０×２ ５．００

５．００



　②神奈川県愛甲郡愛川町中津から東京都八王子市南浅川町まで
(単位：メートル）

　③東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市裏高尾町まで
(単位：メートル）

　④東京都八王子市裏高尾町から東京都あきる野市牛沼まで
(単位：メートル）

２．７５

０．７５

―

１．５０

３．７５及び

往復分離する区間
計

４．７５

４．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

２．５０及び

１．７５

１．００１．７５ ２．７５

１．００

１．２５及び

――

― ―

土工（掘割）部分

橋梁高架部分
（中小橋）

― ―

―

トンネル部分

１．００

０．７５

２．７５

１．５０

２．７５

２．７５

トンネル部分 ― ― ０．７５

摘 要
左　側 計 左　側 右　側

往復分離しない区間 往復分離する区間
計

橋梁高架部分
（中小橋） ―

土工（掘割）部分 ―

― ３．００ １．２５ ４．２５

３．００

１．７５

１．７５

１．７５ ４．７５

３．００

トンネル部分 ― ― ３．００

構造による区分往復分離しない区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側

１．２５及び

０．７５

２．５０及び

１．７５

摘 要

３．７５及び

往復分離する区間
計

１．００ ２．７５

左　側 計 左　側 右　側
構造による区分往復分離しない区間

橋梁高架部分
（中小橋）

１．００

橋梁高架部分
（長大橋） ― ― １．７５

― １．７５ １．００

― ― １．７５
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構造による区分

土工（掘割）部分 ― ―

―
橋梁高架部分
（長大橋） ―



（チ）中央帯の標準幅員

から
まで
から
まで

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

一般国道１２９号

一般国道１２９号 相模原インターチェンジ（仮称）

相模原インターチェンジ（仮称）

城山インターチェンジ（仮称）
（津久井広域道路）
一般国道２０号

中央自動車道 八王子ジャンクション（仮称）

都市計画道路
八３･４･６７
一般国道４６８号 本線
首都圏中央連絡自動車道

（４）工事予算

２，５５５ 億円

接続の位置 接続の方法 備　　　考

平面接続神奈川県海老名市

摘　　要
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中央帯標準幅員

（ﾒｰﾄﾙ）
神奈川県海老名市中新田

設　計　区　間

４．５０

３．００
東京都八王子市南浅川町
東京都八王子市南浅川町

東京都あきる野市牛沼

市道５３号

一般国道２４６号

（厚木秦野道路）

県道相模原町田線

他の道路の

路線名

第一東海自動車道

中新田

神奈川県海老名市

中新田

神奈川県厚木市

立体接続

中依知
神奈川県厚木市

中依知
神奈川県

相模原市当麻
神奈川県

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

海老名北インターチェンジ（仮称）

圏央厚木インターチェンジ（仮称）

圏央厚木インターチェンジ（仮称）

八王子南インターチェンジ（仮称）

立体接続

東京都八王子市

立体接続

立体接続

立体接続
裏高尾町

東京都八王子市

美山町

神奈川県津久井郡

八王子北インターチェンジ（仮称）

東京都 平面接続
あきる野市牛沼

相模原市当麻
都市計画道路　城山津久井線

城山町小倉
東京都八王子市

南浅川町



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

　イ　神奈川県海老名市中新田から神奈川県厚木市上依知まで
平成１５年　６月２０日

　ロ　神奈川県厚木市上依知から東京都八王子市南浅川町まで
平成２３年　４月　１日

　ハ　東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市裏高尾町まで
平成１７年１０月　１日

　二　東京都八王子市裏高尾町から東京都あきる野市牛沼まで
平成１７年　９月　１日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、
　　各区間の全ての範囲について、会社が公共事業者から事業
　　引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成（予定）年月日

　イ　神奈川県海老名市中新田から神奈川県厚木市上依知まで
平成２３年　３月３１日

　ロ　神奈川県厚木市上依知から東京都八王子市南浅川町まで
平成２５年　３月３１日

　ハ　東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市裏高尾町まで
平成２２年　３月３１日

　二　東京都八王子市裏高尾町から東京都あきる野市牛沼まで
平成１８年１１月３０日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道468号（首都圏中央連絡自動車道）（海老名北～あきる野）　　１６，７６９　百万円）

－ －
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５３

一般国道４７５号（東海環状自動車道）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（有料道路名　：　東海環状自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 愛知県豊田市岩倉町 から

岐阜県関市下有知 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第　１　種　第　２　級（道路構造令）

（ハ）設計速度

から

まで
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一般国道４７５号

７３．０

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

愛知県豊田市岩倉町
１００ ７３．０

岐阜県関市下有知



（ニ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員 メートル

（ヘ）車線数

から

まで

から

まで
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３．５０

設　計　区　間 工事施工 用地買収

愛知県豊田市岩倉町
４ 車線

岐阜県土岐市泉町久尻

岐阜県土岐市泉町久尻
２ 車線

岐阜県関市下有知

　摘　要

４ 車線

４ 車線



（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

愛知県豊田市岩倉町から岐阜県土岐市泉町久尻まで (単位：メートル）

岐阜県土岐市泉町久尻から岐阜県関市下有知まで (単位：メートル）

（チ）中央帯の標準幅員

メートル

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ ― ― ―
橋梁高架部分
（中小橋） １．７５×２ ３．５０ ― ― ―

橋梁高架部分
１．７５×２ ３．５０ ― ― ―

トンネル部分

１．７５×２ ３．５０ ― ― ―

左　側 右　側 計

土工部分

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

土工部分
２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

トンネル部分
― ― １．７５ １．２５ ３．００

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５
橋梁高架部分

（長大橋） ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５
橋梁高架部分
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４．５０

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計



（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法
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他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

第二東海自動車道
横浜名古屋線

愛知県豊田市岩倉町 立体接続 豊田東ジャンクション

一般国道３０１号 愛知県豊田市古瀬間町 立体接続 豊田松平インターチェンジ

一般国道１５３号 愛知県豊田市勘八町 立体接続 豊田勘八インターチェンジ

県道藤岡インター線 愛知県豊田市西中山町 立体接続 豊田藤岡インターチェンジ

一般国道２４８号 愛知県瀬戸市鐘場町 立体接続 せと赤津インターチェンジ

県道瀬戸設楽線 愛知県瀬戸市門前町 立体接続 せと赤津インターチェンジ

県道日進瀬戸線 愛知県瀬戸市巡間町 立体接続 せと赤津インターチェンジ

一般国道３６３号 愛知県瀬戸市上品野町 立体接続 せと品野インターチェンジ

県道ハイテクロード
南北線

岐阜県土岐市土岐津町 立体接続 土岐南多治見インターチェンジ

中央自動車道　西宮線
岐阜県土岐市泉町久尻字丸
石

立体接続 土岐ジャンクション

一般国道２１号 岐阜県可児市柿田 立体接続 可児御嵩インターチェンジ

一般国道４１号
岐阜県美濃加茂市蜂屋町上
蜂屋

立体接続 美濃加茂インターチェンジ

県道関金山線 岐阜県加茂郡富加町加治田 立体接続 富加関インターチェンジ

東海北陸自動車道 岐阜県関市下有知 立体接続 美濃関ジャンクション



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

平成１３年　１月１８日

②工事の完成（予定）年月日

イ 平成１７年　３月１８日 （豊田東JCT～美濃関JCT）

ロ 平成２０年　３月３１日 （五斗蒔PA）

ハ 平成２１年　３月３１日 （付加車線）

二 平成２４年　３月３１日 （豊田東JCT・額田側ランプ）

ホ 平成３２年　３月３１日 （せと赤津IC,PA・県道日進瀬戸線）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

－ 億円（うち、債務引受基準額 － 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道475号（東海環状自動車道）　　２，８７２　百万円）
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